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竹沢 イス ラム と西 ア フリカの物質文 化

イス ラ ム と西 ア フ リカの物 質 文 化

竹 沢 尚 一 郎*

序

1・ 稲その他の栽培作物の起源

 1)起 源

 2)グ ラベ リマ稲 とその分布

 3) 稲の栽培様式

 4)歴 史のなかの稲

 5)稲 その他 の栽培作物 にたいす るイス ラ

   ムの影響

2・ コー ラナッツとその交易

 1) コー ラナ ッツの栽培 と価値

 2) コー ラナ ッツの名称の分布

 3)歴 史のなかのコー ラナ ッツ

 4) イス ラムの影響

3.綿 と毛の2種 の布の生産

 1)織 機の種類

 2)綿 花と羊毛の起源

 3)西 アフ リカの足踏みペダル式織機の起

  源

 4)歴 史のなかの布

 5)布 の生産 とイス ラムの影響

4. しば り舟 と くりぬき舟

 1)西 アフ リカの舟 の種類

 2) しばり舟の製法

 3) しばり舟の起源

 4)歴 史のなかの しばり舟

 5) イスラムの影響

結論

序

 本 稿 の 目的 は2つ あ る。1つ は,西 ア フ リカ の 物質 文 化 に た い す るイ ス ラム文 化 の

影響 を さ ぐ る こ とで あ り,も う1つ は,歴 史 資 料 と して の 物質 文化 の有 効 性 を検 討 す

る こ とで あ る1)。

 この2つ の 点 に つ いて,最 初 に お お よ そ の方 向性 を さだ め て お きた い。

 ま ず イス ラ ムの 影響 につ い て 。 西 ア フ リカ の 物質 文 化 に た い す るイ ス ラム の影 響 と

*九 州大学文学部

1)本 稿 は,国 立民族学博物館 にお け る共 同研究会 「アフ リカ諸民族の技 術誌 の整理 と分析」

 (研究代表者:和 田正平教授)で の発表 をもとに した ものであ り,テ ーマそのものが和田教授の

 お勧 めによった ものである。西 アフ リカの物質文化の問題につ いて考えるうえで,こ の研究会

 で の討論や,東 京外国語大学 アジア ・アフ リカ言語文化研究所の川田順造教授の問題意識の影

 響 を大 き く受けている。また本稿の材料 となった資料 の一部 は,1985年 度文部省科学研究費補

 助金(「ニジェール川大湾曲部諸文化 の生態学的基盤及び共生関係の文化人類学的研究」研究代

 表者川田順造東京外語大AA研 教授)の 給付を受けてお こなわれた調査 によって得 られた もの

 で あ り,取 りまとめに さい しては,1985,1986年 度 の文部省奨励研究A(「 西ア フ リカのイス

 ラム化 とそれに伴 う社会変化の研究 」)の補助を受 けている。記 して感謝 したい。
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して は,2つ の仕 方 が存 在 した。1つ は 外部 か ら,す な わ ち北 ア フ リカ か らサ ハ ラ砂

漠 を こえ て伝 え られ た 影響 で あ り,も う1つ は西 ア フ リカ 内部 の,イ ス ラム化 した集

団 が は た した役 割 で あ る。 この2つ の イ ス ラム勢 力 は と うぜ ん の こ と なが ら密 接 に む

す び つ い て い たが,そ の影 響 の仕 方 は一 様 で は なか った。

 622年 の ヒ ジュ ラか らま も な くア ラ ビァ半 島 の 覇権 を 握 っ た ア ラブ人 は,8世 紀 申

頃 ま で に はマ グ リブ全 土 を勢 力 下 に お き,現 在 の モ ロ ッコか らイ ラ ンに い た る広 大 な

土 地 を1つ の宗 教 圏,経 済 圏 の うちに 統 合 す る に いた った 。 そ う した過 程 で,マ グ リ

ブ の先 住 民族 で あ っ たベ ル ベ ル人 は,ス ンニ ー 派 を信 奉 す るア ラブ人 に対 抗 す るため

に イ バ ー ド派 等 の イス ラム を 受 け いれ たが,そ の か れ らが 西 ア フ リカ との最 初 の接 触

を も った イ ス ラム教 徒 で あ った[1,EWICKI 1964:294sq・;竹 沢 1988:22]。

 この ベ ル ベ ル人 に と って もア ラブ人 に と って も,サ ハ ラ交 易 の掌 握 は重要 な もので

あ った ら し く,ア ラ ブ文献 で は じめて 西 ア フ リカ に言 及 して い る8世 紀 後 半 の ア ル ・

フ ァザ ー リー(al-Faz縒i)の 記録 は,ガ ーナ 帝 国 を は っき りと 「金 の 国」 と記 して い

る[CuoQ l975:42]。 さ らに10世 紀 の 末 ま で に は,ガ ー ナ の ほか に,ガ オ,ア ウ

ダ ガス ト,マ リな どの西 ア フ リカ各地 の地 名 も登 場 す るよ うに な り,北 ア フ リカ人 の

最 大 の 関 心事 で あ っ た金 の生 産 や交 易 の記 述 に くわ え,現 地 の 宗 教 や風俗,王 制,食

生 活 等 に つ い て の か な り くわ しい記 事 もあ らわ れ て くる[CuoQ 1975:48-78]。 こ

れ は ま さに 北 ア フ リカ と西 ア フ リカの交 流 の 親 密 さを 物語 るも ので あ る ろ う。

 しか しな が ら,西 ア フ リカ と北 ア フ リカ との 交 流 が この時 代 に は じま っ た と考 え た

な ら,明 らか に間 違 いで あ る。 サハ ラ砂 漠 の 岩 壁 に 残 る多 くの 戦 車 の絵 が 示 して い る

よ うに,サ ハ ラが まだ 完 全 に は 乾燥 化 して い なか った 時代 に は,サ ハ ラは何 本 もの 「戦

車 の 道 」 に よ って縦 横 に走 られ て い た。 な かで もモ ロ ッコ南 部 と ア ウダ ガ ス ト,ガ ー

ナを 結 ぶ 西 の ル ー トと,チ ュニ ジア南 部 か ら,タ ッシ リ ・ナ ジ ール をへ て ガ オ にい た

る東 の ル ー トの2本 のル ー トの存 在 は,良 く知 ら れ て い る 「MAuNY l960:428-

429;BOVILL 1978(1958):13-23,図1参 照]。 この う ち と くに 西 の ル ー トは,隆 起

地 の裾 を縫 って 通 って い る た め比 較 的雨 量 も多 く,も っ と も容 易 な道 で あ り[DEVISSE

l972:60],こ れ を通 って の 交 流 は有 史 以 前 か ら続 い て い た と考 え られ て い る。

 一 方,サ ハ ラ以 南 の土 地 で は,イ ス ラム につ いて の記 述 が 文 献 に あ らわ れ るの は10

世 紀 以 降 で あ る。10世 紀 末 の アル ・ムハ ッラ ビー(a1-Muhallabi)は,ガ オ の 王 が イ

ス ラム教 徒で あ る こ とを 明 言 して い る し[CUOQ l975:77],11世 紀 の ア ル ・ベ ク

リー(a1-Bakri)の 記録 で は,ガ ー ナの 王 自身 は イス ラム 教徒 で は な い に して も,家

臣 や 商人 の多 くは イス ラム 教徒 で あ る こ と,そ して ガ ー ナ以 外 に も多 くの イ ス ラム教
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 図1中 世 初期 の交 易路(8-12C)と 西 ア フ リカの 大 帝 国

[][・EwlcKI 1964:519;MAuNY I961:428-437]を も とに作 図

徒 の 町 が存 在 して い る こ とが記 され て い る[Cuoq l975:96-103]。 なか で も 旱魑

に苦 しん だマ リの国 で は,王 が イス ラ ム導 師 の勧 め に したが って コー ラ ンの一 章 を読

ん だ と ころ雨 が 降 りだ し,そ れ 以 来 この 国 で は イ ス ラム が 国教 と して採 用 され た とい

う出来 事 につ いて書 か れ て お り[Cuo2 1975:102-103],こ の 時代 に は西 ア フ リカ

で も相 当 の イス ラム化 の進 展 が 見 られ た と考 え る こ と がで きよ う。

 そ れゆ え,西 ア フ リカ の物 質 文 化 に た いす る イ ス ラ ムの 影 響 を考 え る には,い くつ

か の層 の存 在 を考 慮 す る こ とが必 要 で あ る。 そ の最 下 層 には,有 史以 前 か らつ づ い て

い た北 ア フ リカ 文化 の影 響 が あ り,こ れ は前 イス ラム で あ るだ けで な く,イ ス ラ ム以

前 に は北 ア フ リカを 統 一 した 勢 力 が存 在 しな か った の だか ら,さ ま ざ まな 経 路 を へ て

浸 透 して い た の で あ ろ う。 や が て8世 紀 に な る と,ま ず イス ラ ム化 した ベ ル ベル 人,

つ い で ア ラ ブ勢 力 の手 に よ って,イ ス ラム文 化 の影 響 が ま と ま った形 で入 る よ うに な

る。 しか しそ の影 響 は,北 ア フ リカ勢 力 の実 効 的 な 西 ア フ リカ支配 が2度 に限 られ る

以 上(1057年 の ム ラー ビ ト朝 の ガ ー ナ帝 国 の 支 配 と,1591年 の モ ロ ッコ軍 に よ る ガ オ』

帝 国 の征 服 とニ ジ ェ ール 川 中流 域 の支 配),外 部 か らの作 用 に と ど ま って い た 。つ い で

10世 紀 を過 ぎ る と,西 ア フ リカ 内部 の イス ラム交 易者 の影 響 が しだ い に優 越 して い く。

それ は以 下 に見 る よ うに,地 方 の レベル で す で に 存 在 して い た 文化 要 素 を開 発 した う
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えで他に伝えたり,あ るいは北アフリカから受 けとった要素を西アフリカに適合させ

たうえで広 く伝達 したりすることによって,西 アフリカのほぼ全域で社会と経済の変

革の動因となったのである。

 つぎに歴史の概念について見ておくことにしたい。西アフリカの歴史を問題にする

という場合にい くつかの立場が可能であろう。その1つ は,文 字に書かれた 「歴史」

を例外的にしかもたなかった彼らの社会において,「歴史」がいかに語 られ,生 きら

れてきたかを検討することであり,そ れをつうじてわたしたちが自明のものとしてい

る 「歴史」概念そのものを問い直すことである。 こうした立場はたしかに重要な問題

提起を含んでいるが2》,わ たしたちがここで問題にしようとしていることとは異なっ

ている。わたしたちがここで試みたいのは,一 般的な意味での歴史,編 年体を中心と

する歴史の再構成に,物 質文化の研究がどれだけ有効かを考えることである。

 そうした意味での黒人 アフリカの歴史研究は,周 知のように大 きな困難を抱えてい

る。西欧諸国の植民地経営が本格化する19世紀以前の,文 字記録や遺跡等の歴史資料

の乏 しさに由来する困難である。

 西アフ リカの過去を再構成するのに有用な歴史資料は,以 下のい くつかのカテゴ リ

ーに分けることができる。

 1. イスラムの地理家,歴 史家,旅 行家の書いた資料。8世 紀から16世紀にかけて

  書かれたこれらの資料は,そ れが記載している事項や出来事と同時代のものであ

  るという点で大 きな価値をもっている。 しか し0方 で,こ れらの記録の著者 は,

  一度も西アフ リカを訪れたことがないか,一 度 しか訪れたことのない人びとであ

  り,そ の利用については十分な注意が必要である。

 2. ヨーロッパの交易者,植 民者が残した記録。15世紀の後半か ら,ま ずポル トガ

  ル,つ いで17世紀からイギリス,オ ランダ,フ ランスなどの資料があらわれて く

  る。 しか しこの種の資料についても,1と 同じ長所と欠陥が認められる。

 3, イスラム化した西アフ リカの人びとがアラビア語を用いて記 した歴史書。この

  資料は,現 地で書かれたものであるという点で第一級の価値をもっている。 しか

  しその地域が限られていること,資 料批判が十分でなく,歴 史 と神話が渾然とし

  ていることなどの点に問題を残 している。

 4. 口頭伝承。文字をもたない社会において唯一の 「歴史」として機能 してきたも

  のである。 しかしこれもまた,す べての社会が同じほどの深さの伝承をもつわけ

  ではないこと,絶 対年代の測定が困難なことなどの問題をもっている。

2)こ の問題は,わ が国ではとくに川田順造によって論じられている[川田 1976,1988]。
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 5. 考古 学 調 査。 専 門 家 に よ る発 掘調 査 は近 年 と くに盛 ん に な って お り,そ の 中 か

  ら古 ジ ェ ンネ の調 査 な ど,こ れ まで の歴 史 認 識 を くつ が え した もの もあ らわ れ て

  きた。 しか し全 体 に西 ア フ リカ の調 査 は立 ち遅 れ て い るの が現 状 で あ る。

 こ れ らの 資料 は,以 上 の よ うに さま ざ ま の欠 陥 をか か え,し か も その 量 は絶 対 的 に

不足 して い る。 そ うで あ れ ば,西 ア フ リカの 過 去 を 再構 成 す る た めに は,こ れ らの 資

料 を補 って くれ る何 もの か が 必 要 な こと は明 らか だ ろ う。 この と き物 質 文 化 こそ は,

現 在 の う ちに 過去 を内 包 した 資 料 で あ る と い う点 で,過 去 の再 構 成 に 大 き く貢 献 し う

るも ので あ る と思 われ るの で あ る。

 わ た しはす で に別 の 箇 所 で,ア フ リカ原 産 の 稲 オ リザ ・グ ラ ベ リマ(Oryza gla-

berrima)を 手 掛 か りに,こ れ まで 取 りあ げ られ る こ との な か っ た西 ア フ リカ史 の2,

3の 事 柄 に つ い て考 察 して きた[竹 沢 1984]。 こ こで は この試 み の継 続 ・発 展 と し

て,い くつ か の 項 目を加 え なが ら検 討 して い くこ と に した い。

 こ こで と りあ げ るの は,つ ぎの4つ の事項 で あ る。

 1. 西 ア フ リカ の人 び との 生 活 の 基盤 とな っ た,グ ラベ リマ 稲 を は じめ とす るい く

  つ か の 栽培 作 物 の起 源 と展 開 。

 2. イス ラム の禁 じる アル コ ール に か わ る嗜 好 品 と して広 く愛 され,重 要 な 交易 品

  と され た コー ラナ ッッ とそ の交 易集 団 。

 3.西 ア フ リカ独 特 の 幅 の 狭 い 織機 と,そ れ に よ って織 られ た綿 と毛 の2種 の織 物

  の起 源 と分 布 。

 4.穀 物 や奴 隷 の輸 送 を に な い,そ れ に よ って 中世 の大 帝 国 の経 済 を 支 え た しば り

  舟 の種 類 と製 造 。

 以 下 に この順 で見 て い く ことに した い。

1.稲 その他の栽培作物 の起源

1)起  源

 サハラ以南の農業の起源についてはこれまで諸説があったが,今 日では他からの影

響を含まない独立の起源を唱える研究者が有力になっている。その独立起源説の根拠

としてあげられているのは,以 下の事実である。1.サ ハラ以南の農業は,中 東に起

源をもついわゆる 「地中海農耕文化」の主要な作物である大麦や小麦等を1つ も受け

とっていないこと[MuRDocK 1959:64-66]。2.サ ハラ以南の土地で トージンビ

エやソルガムなど多 くの作物の栽培が開始されたことが,野 生種の存在によって確か
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め られ て い る こと[PoRTEREs 1950:195-205]。3.西 ア フ リカ の各 地(マ リ,シ

エ ラ レオ ネ,ガ ー ナ,ナ イ ジ ェ リア等)で,BC 4000-3000年 頃 の土 器 や 磨 製 石 器 が

多 く出 土 して お り[PHILLIPsoN l985:135-139],こ れ が農 業 の 起 源 に結 びつ けて

考 え られ る こ と[CLARK l970:199]。 この よ うにサ ハ ラ以 南 の 農 業 の独 立 発 展 が

明 らか で あ る とす れ ば,残 る問 題 は,そ れ が い つ 頃,ど こで 開 始 され た か とい う こ と

で あ る。

 その 開始 の時 期 につ い て,マ ー ドック はBC 5000年 頃 に おい て い る。 その 理 由 は,

「地 中海 農耕 文化 」 が エ ジプ トに つ た え られ た時 に はす で に サバ ンナ 地帯 で農 業 が 独

立 に発 達 して い た た め,後 者 は前者 か らいか な る作 物 も受 け と らなか った とい うこ と

で あ る[MuRDocK l959:66]。 しか しこの 時 期 に つ いて は 推 測 の 域 を 出 るも ので

は ない 。 これ ま で に確 認 され た か ぎ りで は,西 ア フ リカ の サハ ラ以 南 地 域 で 出土 す る

最 古 の 作 物 は,ソ ル ガ ムに つ い て はBC 2000年 頃[SHAw 1976:113],ト`一 ジ ンビ

エ につ いて はBC 1100年 頃[MuNsoN I 976:105-106],ク ラ ベ リマ稲 につ い て は

起 源 前 後[MclNTosH and MclNTosH 1981:15]で しか な く,よ り正 確 な時 期 の

決 定 に は今 後 の 考古 学 の発 展 を ま た な くて はな らな い3)。

 一 方,サ バ ンナ の農 業 が 開 始 され た地 域 につ い て も,以 下 の よ うに さま ざ ま の説 が

あ る。 マ ー ド ックは それ を ニ ジ ェー ル川 上 流 地 帯 に おい て い るが,そ の 理 由 は,こ の

1.ア ビ シニ ア セ ンター一 ソルガ ム(S.durra

   他3種),ト ー ジン ビエ(4種),ゴ マ,

   テフ

II.東 ア フ リカセ ンター一 ソル ガム(3種)t

   トー ジ ンビエ(5種)

m.西 アフ リカセ ンター

 A.セ ネ ガ ンビア  ソル ガム(1種),

  トー ジ ン ビエ(4種),フ ォニ オ,

  グ ラベ リマ稲(二 次セ ンター)

 B.中 央 ニ ジ ェール川一 グラベ リマ稲,ソ

  ル ガム(5種),ト ー ジ ンビエ(1種),

  シ ソ,カ リテ

 C.ベ ニ ン  ヤ ムイ モ(D,cayenensisと

  D.dumetorum),油 ヤ シ,コ ー ラナ ッツ

 D.ア ダマ ワー ゴマ,ト ー ジ ンピエ(3種)

図2 ボル テ ール に よ る ア フ リカの 栽 培作 物 の起 源 地[PoRTiilREs 1950:505]

3)古 い 時代 の 作 物 の 出土 が な い こ とか ら,考 古学 者 の 見 解 は わ かれ て い る 。多 くの研 究 者 は,

ア フ リカ の サバ ンナ農 業 の 独 立起 源 を主 張 す るが[CLARKE 1970:199-203;HARLAs,;1982:

628-635],な か に はそ の説 に懐 疑 的で あ った り[SHAw l976:ll6--138],「 北 か らの影 響 の も

とに始 ま った 」 とす る見 方 も存在 す る[PHILLIPsoN 1985:137-139]。
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2.フ オニ オ

3.グ ラベ リマ 稲

4.ヤ ム イモ

5.エ ンセ テ

6、テ フ

7.バ ンバ ラ ピー ンズ

8,ソ ル ガ ム

9.ト ー ジ ン ビエ

10.シ コ ク ビエ

図3 ハ ー ラ ンに よ るア フ リカの栽 培 作 物 の起 源地[HARLAN 1971;471]

地 域 に は250種 以 上 の裁 培作 物が あ る こ と,そ して この 地 の マ ンデ諸 族 は人 口 的 に も

文 化 的 に も他 に優越 して い るこ とで あ る[MuRDocK l959:66-67]。 これ にた い し,

数 多 くの裁 培 作 物 と野 生 種 の たん ね ん な分 布 を も とに,フ ラ ンスの エ ス ノ ・ボタ ニ ス

トで あ るボ ル テ ール は,図2に 見 られ る よ う ない くつ か の セ ンタ ーを 想 定 して い る

[PoRTEREs 1962:1 95--205]。 さ らに ハ ー ラ ンは,栽 培作 物 の起 源 地 と想 定 され る

土 地 が分 散 して い る と ころ か ら,図3の よ うに セ ンタ ーで は な く拡 散 した ノ ンセ ンタ

ー を考 えて い る[HARLAN l971:471]
。

2) グ ラベ リマ稲 とそ の分 布

 サ バ ンナ起 源 の作 物 の う ちで も,わ た した ち 日本人 に 関心 の深 い 作 物 に グ ラベ リマ

稲(Or1aa graberrima)が あ る。 この 稲 の起 源地 とそ の後 の伝 播 につ い て は ポル テ ール

の くわ しい研 究 が あ る。 か れ の研 究 に つ い て は す で に別 の箇 所 で 紹 介 した こと が あ る

の で[竹 沢 1984],こ こで は簡 単 に見 て お くこ と に した い。
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図4 グ ラベ リマ稲 と野生 稲 の 分布[PORT]ERES 1950:491]

 ボル テ ール らに よ る と,ア フ リカ に は2種 の野 生 稲 が 存 在 して い る。1つ は多 年 性

の バ ル テ ィ稲(0.bartii)で あ り,も う1つ は一 年 性 の ブ レヴ ィ リギ ュ ラー タ稲(0.

breviligulata)で あ る。 前 者 は熱 帯 ア フ リカ に広 くみ られ るの に たい し,後 者 の分 布 は

西 ア フ リカ に限 られ,グ ラベ リマ 稲 の 分布 とほぼ 重 な って い る(図4参 照)。 この こ

とか らグ ラベ リマ 稲 の 直 接 の 先 祖 は ブ レヴ ィ リギ ュ ラー タ稲 と考 え られ て い る[CHE-

vALIER 1932:1026;PoRTEREs l955:833-848]4)。 また栽 培 の開 始 さ れ た 地 域

に つ い て は,ポ ボル テ ール はニ ジ ェ ール 川 中流 域 の,ニ ジ ェ ール 川 内 陸 三角 洲 と呼 ば

れ る地 域 を考 え て い るが(図4で 第1次 セ ンタ ー と して 示 されて い る箇 所),そ の理

由 と して,こ の地 域 に稲 の 種 類 が 多数 見 られ る こ と,そ して そ の 多 くが遺 伝 学 的 に み

て 優勢 形 質 を も って い る こ とを あ げ て い る[PORTERES l950:490]。

 さ らに その 伝 播 に つ い て,か れ は以 下 の よ うな 考察 を お こな って い る。 現 在 この 地

に居 住 し,広 く人 口に胸 爽 して い るmalO, maro, manoの 名 称 で稲 を 呼ん で い るの

は マ ンデ系 の人 び とで あ るが,か れ らが 稲 を 栽 培 化 した と考 え る こ とは で きな い。 と

4)グ ラベ リマ稲 がプ レヴィ リギ ュラータ稲 か ら栽 培 化 された とす る見 解 について,の ちに

Chevalierは 否定的になった。 かれによれば,前 者 は芒が短 く,穎 果が細 く,籾 が褐色である

のにたい して,後 者は芒がきわ めて長 く,穎 果が太 く,籾 が白色であるとい うぐあいに,大 き

な形態上の相違をみせているた めである[CHEvALIER 1937:413415】 。 内陸三角洲の農民 た

ちは田の雑草 と して2つ の野生稲の違 いをよ く知 ってお り,マ ルカの人び とはバ ルテ ィ稲 を レ
ー,ブ レヴ ィリギ ュラータ稲を ブガ とよんで区別 している。かれ らは 「ブガが出て きた ら田を

変えな くてはならない」 といい,ブ レヴィ リギ ュラータ稲を,多 年性の雑草であるバルテ ィ稲

と栽培種であるグラベ リマ稲 との混種 とみな している。またグラベ リマ稲 とブ レヴィ リギ ュラ
ータ稲の分布 がほぼ一致す る点な ど,グ ラベ リマ稲 が一年性 のブ レヴィ リギ ュラータ稲 か らで

はな く,多 年 性のバルテ ィ稲か ら栽 培 化 された可 能 性 も考え られ る。 なお(;hangは,グ ラ

ベ リマ稲 がブ レヴィ リギ ュラータ稲 からで は な く,芒 の 長い ロンギスタ ミナータ稲(OrPtza

longistaminata)から始ま った と考 えて いる[CHANG 1976:98-1041。
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         表1西 ア フ リ カ の 稲 の 名 称 と 栽 培 化 の 歴 史

1部 族集団(地劇 名 称i意 味i栽 靴 の時期

1
ク ワ系

(ガ ー ナ,コ ー トジ
ボ ワー ル)

alO, aro, ano 「食物」一般を さす 栽培/採 集の区別な
し

2

バ ンツー系

(ナイジェリアより南東
)

ma-10, ma-ro, ma-

no

   ma-=集 合詞

「米」「シコクビエ」 な
ど,あ る 「定ま った種

類の穀物」を さす

穀物の栽培開始,しか
し米はまだ

3

セ ミ ・バ ンツ ー系

(ギ ニ ア,シ エ ラ レ
オ ネ)

ma-10, ma-ro, ma-

no

  ta/ma=単/複

「米」 を 示 す,バ ンッ
ー のma一 が 残 った も

の

栽培開始,と く
に稲作儀礼 さか
ん

4

マ ンデ 系

(マ リ)

malO, maro, mano 「米 」,名 詞 ク ラスな

し,maro, maloを 語 幹

と して うけ とる

セ ミ ・バ ンツー
か ら稲を うけと
って栽培 さかん

5

マ ンデ の周 辺,モ シ,

ソ ンガ イ(オ ー トボ
ル タ,ニ ジ ェー ル)

ma, mo, mu 「米 」,malo, manoの
一 部 を 語 幹 と して うけ

とる

比較的新しい

6

セ ミ ・バ ンツー の う

ち ジ ョロ系(セ ネ ガ

ル)

pa-mano, e一mano,

i-molu
「米」,マ ンデ 系 か ら

mano等 を うけとり,

それに接 頭詞をつける

新 しい

7
グラベ リマ稲 のない
地域

erUZ(ア ラブ), arrOZ

 (ポ ル トガル)の 名

[称 を 用 い る

「米 」 は ヨー ロ ッパ 人,
ア ラブ人 が も って きた

近年

[PoR mEREs 1959:189-233]に もとつ い て 作 図

い うの も,か れ らは稲 作 に む す び つ く儀 礼 や 神 話 を も って い な いか らで あ り,か れ ら

が この 名 称 を稲 と と もに 他 か ら受 け と った こと は十 分 推 察 で きる か らで あ る。 ボル テ

ール に よ れ ば
,稲 作 を 開始 した集 団 と して もっ と も可 能 性 の 高 い の は,ギ ニ ア か ら シ

エ ラ レオ ネ にか けて の,バ ガ,テ ム ネ,ラ ン ドマ な どの 西大 西 洋 語 族(ボ ル テ ール の

い う 「セ ミ ・バ ン ッ ー系」)の 人 び とで あ る。 とい うの は,か れ らの も とで は じめて

稲 がma-IO, ma-roな どの 名称 で呼 ばれ る よ うに な った か らで あ り,か れ らは稲 作 と

そ れ に結 びつ い た儀 礼 に と くに熱 心 だ か らで あ る(表1)。

 な おポ ル テ ール に よれ ば,こ の西 大 西 洋語 族 の人 び と は ニ ジ ェール 川 中流 域 で 稲 作

を開 始 した が,の ちにマ ンデ系 の人 び とに押 され て 南 下 して い き,稲 を も って 現 在 の

居 住 地 で あ るギ ニ ァ 山地 に移 り住 ん だ 。 そ してマ ンデ系 の 人 び とが か れ らか ら稲 を 受

け と って,こ れ を さ らに周 辺 の ソ ンガ イ や ジ ョロ な ど,現 在 に い た るまで 稲 作 に 熱 心

な諸 民族 に伝 え た と い うので あ る[PoRTEREs 1959:189-233] 。

 この ポル テ ール の 整 理 を も とに,西 ア フ リカの 主要 な 民族 に お け る稲 の 名 称 の分 布

を 図示 した のが 図5で あ る。 こ こで 興味 深 い の は,malo, maro系 の 名称 が きわ めて

広 い範 囲 に お よん で い る こ と,そ してハ ウサ ー カ ヌ リのsinkafa系 の 名称 と 「棲 み分

け」 て い る こ とで あ る。 このハ ウサ社 会 や,図 で1で 示 され て い るア シ ャ ンテ ィ社 会
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      図5西 ア フ リ カ の 稲 の 名 称 の 分 布

数 字 は,表1の 左 欄 の数 字 をあ らわ す 。③ が,Porteresに よ れ ば稲 の栽 培 化 を は じめ た

西 大西 洋 語族 の社 会(Porteresの い う 「セ ミ ・バ ンツ ー系 」)。 Hは,ハ ウサーカ ヌ リの

Sinkafa系 の 名称 を もつ 社会 。[PoR蛇REs 196e:176-220]に も とつ い て作 図。

にマ ンデ の影 響 が 及ん だ の は14世 紀 と考 え られ て い るが[竹 沢 1988:23-24],か れ

らの 稲 の 名 称 は マ ンデ の それ と は こ とな って い る。 これ らの社 会 は その 時期 ま で に,

す で に裁 培作 物 と して の稲 を 知 って い た ので あ ろ う。

 稲 の 栽 培 は い つ 頃開 始 され た の で あ ろ うか 。 ポル テ ール は それ をBC 1500年 以 前 と

して い るが,こ の数 字 は推 測 の域 を 出 る もの で はな い 。 か れ の推 定 の 根 拠 とな った の

は,セ ネ ガ ン ビア の 巨 石 文 化 と図4の 第2次 セ ンタ ー とが ほぼ一 致 し,こ れ がBC

1500-800年 と考 え られ て い た こ とに あ り,第1次 セ ンタ ーで あ るニ ジェ ール 川 中 流

域 で の 栽 培化 の時 期 は それ よ り早 い はず だ とい うの で あ る[PoRTEREs l950:490-

491]。 しか しそ の後 の調 査 で,セ ネ ガ シ ビァ の 巨石 文 化 はBC 2-AD 8世 紀 と大 き く

修 正 され て い る[CALvoGoREssl&NlcoLAs l979:14]。 しか もボル テ ール 自身,

表1に 見 られ るよ うに,稲 の栽 培 化 は他 の 栽培 作 物 が形 成 され たあ とで,そ の湿 地 へ の

適 用 と して始 ま った と 考 え て お り[PoRTEREs 1959:233],稲 の栽 培 化 は第1次 セ

ンタ ーで初 め て グ ラベ リマ 稲 が 出土す る 紀 元 前 後 の時 期[MclNTosH&MclNTosH

1981:15]よ りそ う早 くな い 時 期 に開始 され た と考 え るべ きか も しれ な い。

 3) 稲 の 栽 培 様 式

 古 くから稲作に従事 していた西アフリカの諸民族のあいだには,大 きく分けて3つ

の稲の栽培の様式が存在 した。ニジェール川流域のウキイネ栽培と,ガ ンビァ川から
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図6 ニジェール川 内陸三角州と民族集団

ギ ニ ア湾 岸 に か けて の 灌 瀧 水 田,そ して ギ ニ ア 山地 の 陸稲 で あ る[DRESCH l949:

295-312]5)。 こ こで は筆 者 の調 査 地 で あ るニ ジ ェール 川 内 陸 三 角 洲 の伝 統 的 な稲 作 に

つ いて,か ん たん に見 て お くこ と に した い(図6)。

 この地 方 で 稲 作 に従 事 して い るの は,マ ル カ と呼 ば れ る集 団 と,牛 牧 民 で あ るフ ル

ベ のか つ て の農 耕 奴 隷 で あ る リマ イ ベ と呼 ば れ る人 び とで あ る。 か れ らは,こ の地 方

の 中央 を 流 れ るニ ジ ェー ル川 を は さん で,お お よ そ北 に リマ イベ,南 に マ ル カ とい う

ぐあ い に棲 みわ けて い る。 ま た こ の分 布 は,ほ ぼ水 深 の深 い水 田(リ マ イ ベ)と 比 較

的浅い水田(マ ルカ)の 違いに対応 している。

 この地方の年平均降水量は500mm前 後で しかなく,天 水にたよっては稲作をおこ

なうことは不可能である。そのため,稲 作 はもっぱらニジェール川の自然氾濫水に依

存しておこなわれている。水田は一般に深い水田と浅い水田とに分けられており,両

5)西 ア フ リカ の稲 住 民 とそ の社 会 につ い て の研 究 は,き わ めて 遅 れ て い る。 西 ア フ リカ の主 要

な3つ の栽 培様 式 につ い て は ドレッ シ ュの 論文 に かん た ん な総 括 的 記述 があ る ほ か[DRESCH

1949:295-312],灌 概 と田植 え を と もな う発 達 した ジ ョラ社 会 や バ ガ社 会 の 稲 作 に つ いて は,

そ れぞ れ[PERIsslER 1966:709-758;PAuLMII 1957:263-276],ギ ニ ア 山地 の 陸稲 栽 培 につ い

て は キ シ社 会 の それ が[PAuLME I970(1954):21-49]に,ニ ジ ェー ル川 の 氾濫 水 に よ る ウキ

イネ栽 培 につ いて は[VIGulER l937:287-326;VINcENT 1963:66-l l I;GALLAIs 1967:199

-254]に 比 較 的 くわ しい記 述 が あ る だ けで あ る。
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写 真1 マ ル カ の稲 の刈 り入 れ(Dia村198L 11.10)

者のあいだには1m程 度の違いがある。そのため,深 い水田では氾濫水を受けるのが

浅い水田より2-3週間早 く,ま た水のひくのも1月 程度遅れる(図7)。 一般に晩生の

稲の方が味もよく,収 量も多いため,こ ちらのほうが好んで植えられるが,そ うする

と急激な増水をかぶる危険もふえ,魚 の害 もうけやす くなる。そのため,一 軒の農家

が浅い水田と深い水田を含む何枚かの田に,い く種類もの稲をまくことが一般的であ

  図7 ニ ジ ェー ル川 内陸 三 角州 にお け る降 水 量,水 位 と稲作 カ レ ンダ ー

降 水 量 は モ ブ チに お け る もの 。1935～1956の 平 均(年540・5mm)。[GALLAIs 1967:

51--52]に よ る。 水 位 は ジ ャフ ァ ラベ にお け る もの 。1946～1948年 。[DAGET 1 9`19:

6]に よ る 。
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写真2 リマ イ ベの 稲 の刈 り入 れ(Togu6r6-Koumb6村 1986・10・31)

写 真3 リマ イベ の刈 り入 れ(収 穫 した 稲 を 舟 で村 へ 運 ぶ)

   (Togu6r6-Koumb6村1986・10.31)

る。その結果,大 きな危険を避けることはできても,単 位面積あたりの平均収量はか

ぎられたものになっている。

 図7に は,マ ルカ農民の平均的な稲作のカレンダーが記されている。図に見 られる

ように,稲 刈 りがおわるとすぐ田の鍬入れがおこなわれ,6月 の最初の雨とともに深

水田では種蒔 きがば らまきでおこなわれる。ついで浅い水田での種蒔 き,除 草とつづ

き,深 水田ではしば しば2度 目の除草がおこなわれる。これは胸まで水につか りなが

らおこなう大変つ らい作業である。浅い水田から水がひきはじめる11月頃,こ の田で

稲刈りがおこなわれ,そ して12月 から1月 にかけて深水田でも稲刈 りがおこなわれて,
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写真4 マルカの脱穀,収 穫 された稲 が少量のばあいには,

    その場で ござを広 げて脱穀 がおこなわれる。

    (Dia村1981. IL IO)

一年の農業の暦が閉 じられるのである
。

 この地方の農民を見て感心するのは,そ の勤労意欲の高さであり,知 識の正確さで

ある。この地方の農民は,ウ キイネと乾燥に強い種,早 生の種と晩生の種,粒 の大小,

形態,収 量等におうじて稲をこと細かに分類 しており,田 の浅深,そ の年の降水量,

氾濫水の高低等の予想にしたがってそれらを植えわけている6)。 しかもかれ らの労働

は,長 期間の鍬入れ,水 につかっての除草,収 穫の時期には猪の害をふせぐため1ケ

月ほど水田のまわりで見張りをして過ごすことなど,他 の トージンビエやソルガム等

の栽培にくらべると大変な労力を必要とする。しかしかれらは稲の栽培に強い愛着を

もち,米 の御飯に固執 し,ま たさまざまな料理法も知 っている。こうしたことを考え

あわせると,か れらのもとで稲の栽培が長い歴史をもっていることが容易に推測され

るのである7)。

 ところで,こ のニジェール川内陸三角洲は,西 アフリカの稲の起源の地とされる土

6)フ ランスの農学者 ヴィギ ュエは,ニ ジェール川 中流域で栽培されてい るグ ラベ リマ種 の稲を

55種 あげ,そ の1つ1つ について名称 と,収 量,粒 の大小,早 生 と晩生の区別等を しる して い

る[VIGulER 1938:52-71]。 またLAuzANNEは,ガ オの付近で栽培 されている稲の名称を53

あげて いる[LAUZANNE l920:43]。

7)こ う したマルカ集団 の手 による洗練 された稲作や,そ の下流のさ らに発達 した ソンライの稲

作は,1966-68年,72-74年,82-84年 とつづいた旱魑により壊滅的な打撃 をうけた。と くに82-

84年 のそれ は前 代未 聞のものであり,こ れにセレンゲやマル カラのダムの建設等の 「開発」が

くわわ って,ニ ジ ェール川の水 流と水位は大 きく変化す るにいた った。現在で はマルカや ソン

ライの水田にほ とん ど氾濫水が届かな くな ってお り,1981年 に調査をお こなった何箇所かの水

田の多 くは,1985年 の時点では完全に干あがってお り,も はや耕作 はお こなわれな くな ってい

た。
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地 で あ った。 そ うで あ れ ば,こ の土 地 の米 作 民 で あ るマ ル カや リマ イ ベ が,西 ア フ リ

カで 最初 に稲 の栽 培 を 始 め た の で あ ろ うか 。

 と こ ろが奇 妙 な ことに,こ の マル カ と い う集 団 は,記 録 に あ らわ れ る西 ア フ リカ最

古 の王 国 で あ り,11世 紀 ま で繁 栄 した ガ ー ナ帝 国 の支配 層 の末 商 を 自称 し,サ ヘ ル地

帯 の 乾 燥 化 に と もな って 南 下 して この地 に い た った と称 して い る。 か れ らは がん らい

米 作 民 で はな か った し,そ の言 語 は現 在 で は漁 猟 民 ボ ゾの そ れ に吸 収 され て い る が,

そ こで は 稲 はdugaな い しduaと よば れ,西 ア フ リカに 広 く流 通 す るmalo系 の 名称

で は ない 。 しか もそのduaと い う名称 は,そ れ ぞ れ 「食 べ る」,「 食糧 」 を あ らわす

dun, duunと 未 文 化 な ので あ る[竹 沢  .;.:94]。 また,も う一 方 の リマ イ ベ に し

て も,も と フル ベ の農 耕 奴隷 で あ ったか れ らの前 身 が何 で あ ったか に つ い て は ま った

く知 られ て い な い。15世 紀 頃 に始 ま る フル ベ人 の移 動 に と もな って 形成 され た農 耕 奴

隷 集 団 と して の リマ イ ベが 稲 の 栽培 化 を開 始 した と考 え る こと は,そ れ ゆ え不 可 能 な

ので あ る。

 稲 の 栽 培 化 に かん す るわ た しの 仮説 は こ うで あ る。 現在 マル カ と よば れ る集 団 の な

かで,ノ ノ と呼 ば れ る人 び と にか ん す る伝 承 が わ ず か に存 在 す る[MONTEIL 1971

(1932):30-36;(iALLAIS l967:79-81]。 お そ ら くこの ノ ノ と い うの は,ポ ル テ ー

ル のい う セ ミ ・バ ンッ ー系 の 人 び とで あ り,か れ らが 最 初 に この土 地 で 稲 作 を 開始 し

た ので あ ろ う。 と ころ がか れ らは,の ちに農 業 を知 らない 漁猟 民集 団 ボゾ に言 語 的 に

吸収 され て稲 の 固有 の 名称 を う しな い,さ らに11世 紀 まで に ガ ー ナ帝 国 か ら南下 した

マ ル カ集 団 に よ って交 易 セ ンタ0で あ る ジ ェ ンネ や ジ ャ付近 のか れ らは 吸 収 され た 。

そ の あ とで フル ベ が この土 地 に 勢 力 を 拡 大 す るに い た って,マ ル カの 勢 力 の 外 に あ っ

た かれ らを 農 耕奴 隷 と して 取 りこん で リマ イ ベ と呼 ん だ の で はな いだ ろ うか 。

 も うひ とつ 稲 の 栽 培 に かん して 興 味 深 い事 実 は,高 度 に発達 した稲 の栽 培 様 式 を も

つ 民族 の分 布 で あ る。 ニ ジ ェール 川 沿 い で は,内 陸三 角 洲 よ り下 流 の ソ ンラ イの 人 び

とが大 規 模 な堤 防 の 構 築 と 田 植 え を と もな う発 達 した稲 作 を お こな って お り[竹 沢

1984:: S'],ま たそ の地 か ら2000kmほ ど離iれた大 西 洋 岸 の ジ ョロや バ ガの 社 会

で も,堤 防 の 構 築 や 灌 概,田 植 え を と もな う集 約 的 な 稲 作 が 見 られ る[P丘LISSIER

l966:709-758;PAULME l957:266-273]。 さ ら に ニ ジ ェ ール川 の 南 方 に 広 が

る セ ヌ フ ォ社 会 で も,お な じよ うに発 達 した 稲 作 の 存在 が 報告 され て い る[HOLAS

1957:58-601。 これ らの3つ の社 会 は,地 理 的 に遠 く離 れ て い るだ け で な く,言 語
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的 に も起 源 に お い て も いか な る共 通 性 も も って い な い。 そ の 意味 で,西 ア フ リカの な

かで かれ らだ け が この よ うに 発達 した稲 作 の様 式 を もつ とい う事 実 は,ひ とつ の謎 と

して残 るの で あ る。 さ て,こ れ らの社 会 で は,稲 は ソ ンラ イ語 で はmoO,セ ヌ フ ォ

聴 で はmo, ma,ジ ョラーバ カ語 で はemanoと 呼 ば れて い る[PORTﾉRES l950:193

-194]
。 ボル テ0ル の 表で いえ ば5な い し6に 相 当す るわ け で あ る。 この カ テ ゴ リー

に属 す る社会 は,か れ の解 釈 で は か な りの ち の時 代 に マ ンデか ら稲作 を 受 け と った の

で あ った。 とす れ ば,こ れ ら3つ の社 会 は,マ ンデ の土 地 で の 稲 作 が高 度 な技 術 を と

るよ うに な った の ちに,そ れ を受 け と った(あ る ば あい には さ らに発 展 させ た)と 解

釈 す る こと はで きな い で あ ろ うか 。

4)歴 史のなかの稲

 西 ア フ リカの歴 史 の なか で,稲 は ア ジア に お いて と同 じよ うに きわ め て大 きな役割

を は た して きた。 西 ア フ リカ に 巨 大 な覇 権 を確 立 したマ リ帝 国 と ソ ンガ イ帝 国 は,い

ず れ も米 を 主食 とす る人 び とが 建設 した 国家 なの で あ る。

 い くつ か の記 録 をひ も とい て み よ う。 た とえ ば1352年 にマ リの 首 都 を 訪 れ た イ ブ ン

・バ ッ ータ(lbn Batt偀a)は,そ の 町 の 役 人 か ら米 と フ ォニ オ,牡 羊,牛 を贈 られ た

こ とを記 して い るが,そ の ほか の 作 物 に つ い て は 何 もふ れ て い な い[CUOQ I975:

298-301]。 そ れ よ り早 く,1349年 に 記録 を 残 して い るア ル ・ウマ リー(al-`Umari)は

つ ぎ の よ うに書 いて い る。「(マ リの首 都 の住 人 の)お もな食 べ 物 は米 とフ ォ ニ オで あ

り,他 に ソル ガ ム や,量 は少 な い が小 麦 が あ る。 ソル ガ ム は人 間 が 食 べ る もので あ る

が,ど う じに馬 や他 の 家畜 の飼 料 で もあ る」[CuoQ l975:266]。 一 方,ガ オに つ

い て イ ブ ン ・バ ツ ー タ は,「 これ は ナ イル(ニ ジ ェール 川 の こ と)の ほ と りに あ る大

きな町 で,ス ー ダ ンの な かで も っ と も美 し く,も っ とも豊 か な 町で あ る。 こ こに は,

米,牛 乳,鶏,魚 がた くさん あ る。」 と書 き[CuoQ l 975:316],ま た16世 紀 の初 め

に2度 に わ た って サ ハ ラ以 南 の土 地 を 訪れ た レオ ・ア フ リカ ヌス は,ガ オ の住 人 の食

べ 物 に つ い て,「 パ ンと 肉は ま こ とに豊 富 で あ るが,酒 と果 実 は な い。 メ ロ ン,キ ュ

ゥ リ,ウ リ は 沢 山 あ り,米 はす ご く沢 山 あ る」 と 記 し て い る[猛ON rAFRICAIN

1956(1926):471]。

 あ るい は この よ うな 引用 の しか た は恣 意 的 に見 え るか も しれ な い。 そ こで,イ ス ラ

ムの文 献 にあ らわ れ る 中世 の 西 ア フ リカ の食 物 にか ん す る記 事 を,す べ て ぬ きだ して
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            表2 中 世 の 西 ア フ リ カ の 主 要 作 物

世矧 記 録 劃 テクレー・レ段 一 ナ}マ リ1ジ ェ ン劉 ガ オ
1

ア ル ・バ ク リ ソル ガ ム トー ジ ン ビ ェ,

10～11 等 小 麦,ソ ルガ 一 } 一

ム,マ メ
一

ア ル ・イ ド リ ソル ガ ム, トー ジ ン ビ ェ, 米,ソ ル ガ ム 米,マ メ,

12 シ等 ス イカ 小麦 一 ゴマ,サ ト

ウキビ

ア ル ・ウマ リ 米,フ オ ニ オ,

14 } } ソル ガ ム,マ 一 一

メ・ヤムイ刊

14

イ ブ ン ・バ ツ
ー タ 一

トー ジ ン ビェ,
ス イ カ

米,フ 。二 矧 米,フ ・ニオ,
ヤ ムイ モ    トー ジ ンビ エ

米,ス イ カ

(少量)
一

レオ ・ア フ リ トー ジ ン ビ ェ, 「穀物」 米,大 麦 米,ス イ カ
16 カ ヌ ス 一 ソル ガ ム

ド 少量)  1 ,

[Cuo2 1975:77,83-84,96-108,129-140,266-270,29小318],[LEvTzloN and HopKINs

l981:95-100],[Leon 1'Africain 1956:463-472】 に も と つ い て 作 図 。

表 中 の地 域 に か ん し て は 図1を 参 照 の こ と 。

表にしてみた。それが表2で ある。 これを見れば,西 アフ リカの食物にかんするかぎ

り,北 アフ リカの知識はほとんど誤差を含まない,正 確なものであったことがわかる。

そしてここから,西 アフリカの中世の大帝国を支えていたのが,主 要作物としての稲

の栽培であったことが確認されるのである。

 稲はなぜそのような役割をはたすことができたのだろうか。それには2つ の理由が

あったように思われる。稲そのものがもつ他に秀でた経済的価値と,稲 作に結びつけ

られた社会一政治的状況である。 まず前者について,フ ランスの地理学者 ドレッシュ

は,他 の作物にたいする稲の経済的利点をつぎのようにまとめている。1.単 位面積

あたりの収量が,ト ージンビェやソルガムなど,熱 帯アフ リカで好んで栽培されてい

る作物より多いこと。2.氾 濫域では唯一可能な作物であるとどうじに,毎 年栽培が

可能なこと。3.味 が他の穀物より評価され,高 い商品価値をもっていること。4.

他の作物より長期の保存によく,遠 距離の輸送にも適 していること。5.氾 濫域の灌

概稲作をはじめとして,一 般に稲作は他の穀物より多 くの労働力と知識を必要とし,

それが政治的 ・経済的な安定につながったこと[DREscH l949:296-297]。 稲の栽

培が政治的 ・経済的な安定と発展に寄与 した点について,か れのこの解釈はおおむね

的を射たものといえよう。
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 稲 作 と中世 の大 帝 国 との 関 連 に つ いて は,も う一 つ の 要 因 が あ った。 それ は奴 隷 に

よ る農 業 生産 とい うこ とで あ る。 マ リ帝 国 を支 配 したマ ン リケ は,最 初 は現 在 の土 地

よ り北 の地 方 に居 住 して い た とい われ[ﾑIONTEIL l930:8],も と もと かれ らの もと

で は稲 の栽 培 はあ ま りお こな わ れ て いな か った よ うで あ る。 そ の こと は,か れ らの も

とで稲 作 にか ん す る神 話 や儀 礼 が ほ とん ど存 在 しな い こ と[DIETERLEN l955:43

sq.]8),そ して マ リ帝 国の 中心 地 で あ ったマ ンデ の 地 以 外 で は稲 作 が 熱 心 に はお こな

わ れ て い なか った こ と9)に 示 され て い る。 と こ ろが,の ち に サ ヘル 地帯 の乾 燥 化 に と

もな って南 下 した か れ らは,ニ ジ ェ ール川 流 域 で 多 くの稲 作 民(お そ ら くポ ル テ0ル

の い うセ ミ ・バ ンツ ー民)を 見 つ けた ので あ ろ う。 この人 び とに たい し,マ ン リケ は

吸収 ・同化 とい う方 法 を と らなか った。 おそ ら く農業 形 態 の相 違 や そ れ と関連 す る言

語 ・文 化 の 相違 が,か れ らを奴 隷 と して取 りこむ とい う形態 を と らせ た ので あ る。 こ

の よ うな 過 程 を へ て,17世 紀 に トンブ クッ ーで 書 か れ た歴 史 書 が明 言 して い るよ うに,

奴 隷 制 に基 礎 を お く 国 家 が 西 ア フ リカ に は じめ て 誕 生 した ので あ る[TARIKH EL-

FETTACH:107-108]10)。

 マ リ帝 国 の つ ぎの ガ オ帝 国 に な る と,奴 隷 に よ る生 産 は さ らに発 展 す る こ とに な っ

た。 ガオ の 王 は戦 争 を く りか え し,そ こで 捕 らえ た奴 隷 は北 ア フ リカに 輸 出 した ほか,

ニ ジ ェ ール 川 流 域 の穀 倉 地 帯 に 連 れ て きて農 業 奴 隷 と して 活 用 した[TARIKH EL-

FETACH:214-215]。 ま た王 が功 績 の あ った 臣下 にあ たえ る財 も,奴 隷 をふ くん だ0

定 の 領 土 で あ っ た[TARIKH EレFETTAcH:llO,211]。 ガ オ帝 国 に お い て この よ うに

奴 隷 制 が 強化 され た の に は,お そ ら く軍 事力 の増 強 と,農 業 の 発展 に よ る生 産 力 の 向

上 が あ った ので あ ろ う。経 済 学 的 な観 点 か ら見 た と き奴 隷 制 に課 せ られ た課 題 とは,

8)マ リ帝国の中核民族であ ったマ リンケの もとで,最 初に栽培された植物 と して高い神話的お

 よび儀礼 的価 値をあたえ られてい る の は フ ォニオであり[DIETERLEN 1955:60-64],稲 は

 「Far・(水の精霊)と ともに地上にいた った水(ニ ジェール川)の なかに最初に生えた もの」

 といわれ るにす ぎない[DIETERLEn 1955:69]。 かれ らのもとでは稲 は栽培化 されず,野 生の

 ままにとどまっていたのであろうか。

9)ガ ンビア川流域のマ リンケ社会では,稲 の栽培が女 の仕事 とされているという事実 に示され

 ているように,マ リンケの農業の中心をなすのは,ト ージンビェ,ソ ルガム,フ ォニオ等の

 穀物であ り,稲 は好んで栽培 される作物ではない[QUINN 1972:6-7]。 稲作 に熱心で あるセ

 ミ・バ ンツー系社会か らみた場合,マ ン リケ社会 との違いは,何 より稲作 を中心 としているか

 「雑穀」栽培であ るかの違 いとして認識されているのである[PAULME 1970(1954):91。

10)マ リ帝国の奴隷を もちいた農業生産につ いては[竹 沢 1984:103-104]を 見 よ。 ガオの軍 隊

 は15世 紀の前半にマ リ軍 を破 り,後 者の所有 していた24の 「奴隷部族」 を獲得 したが,こ れが

 は じめてガオに奴隷制の導入 された契 機であ った とされてい る[TARIKH EL・FETTAcH:107]。

 この24の 「奴隷部族」 とは,農 業 奴隷のほかに,鍛 治屋,漁 民,馬 丁,大 工,皮 細工師 とい っ

 た専業的な職業集団をふ くんでいたITAR互KH EL-FETTACH:20-21]。
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奴隷 じしんの生存とその主人の生計を維持するだけの高い生産力をもちうるかという

点にある。 しかしそのことはアフ リカの伝統 的な粗放な農業によっては困難であっ

た11)・そこでガオ帝国のように,稲 作等によって高い生産性を実現 した社会だけが,

奴隷制に基礎をおく中央集権的な国家を成立させたのである12)。

 中世の西アフリカの大帝国の経済的基盤については,こ れまで金その他の交易のみ

が強調される傾向があった。その結果応々に して,こ れらの国家は真の経済的発展を

経験せず,金 や奴隷等の内部の資源を輸出することによってのみ栄えた,「 略奪的」

経済にもとついた国家であると主張されてきた[COQUERY-VIDROVITCH.1969:77;

DE VISSE 1972:369]。 しか しながら,こ うした解釈はいちじるしく公平を欠いてい

るといわざるをえない。それは,中 世の西アフリカで実現された経済的発展,と くに

農業や手工業等の分野で見られた生産技術の発展と生産様式の根本的な改変,そ して

わたしたちが以 下の章で見るような,西 アフリカ全 土を結びあわせる交易の進展と

それによって広範囲にもたらされた文化的および社会的な革新を,見 おとす危険性が

あるからである。

5) 稲その他の栽培作物にたいするイス ラムの影響

 北 ア フ リカ等 の イス ラム世 界 は,西 ア フ リカ の農 業 文 化 に いか な る影響 を もた ら し

たの で あ ろ うか 。 た しか に西 ア フ リカの な か で も,ト ンブ ク ッー や ガ オ とい っ た北 ア

フ リカ との交 流 が と くに深 か っ た地 域 で は,15世 紀 の レオ ・ア フ リカ ヌ ス が書 いて い

るよ うに,古 くか ら小 麦 の栽 培 が 導 入 され,パ ンも焼 か れ て い た[LﾋON L'AFRICAIN

11)ア フ リカでは古 くか ら民族集団間の争いがあ り,他 集団の略奪 もおこなわれていた。 しか し

 生産力の未発達な段階では,た とえばヌエルとデ ィ ンカの抗争に示 されているように,略 奪さ

 れたディ ンカはヌエルの奴隷にされ るのではな く,マ イナーな存在 としてヌエルのなかに 「養

 取」 されていった[エ ヴ ァンズ ープ リチャー ド 1978(1940):337以 下]。 また社会 によって

 は,'西 アフリカの森林地帯の諸社会のよ うに,い ったん奴隷の地位が与え られ るが,つ ぎの世

 代で吸収 ・同化 される家内奴隷 の制度が とられた ところもあ った。[M肌LAssoux 1971:20-

 22;竹 沢 1988:37-38]。 黒人アフ リカにおいて生産様式 と しての奴隷制が確 立されたのは,

 ここで取 りあげているマ リやガオ帝国,そ して19世 紀以降 の フルベ国 家やハ ウサ諸 都 市など

 [竹沢 1988:38]少 数 の例だけである。

12)く わ しくは,[竹 沢 1984:104-108]を 見 よ。 ガオ帝国の時代 にどれほどの生産性があ った

 か について は,残 念なが ら資料が欠けている。それか ら3世 紀の ちに,内 陸三角洲 に成立 した

 フルベ国家 においてJ農 耕奴隷である リマイベ稲作民 は1人 につ き1な い し2入 を養 うだけの

 穀物を主人 に提供す る義務 を課せ られていた[Jossorr 1976=488]。 モロッコ軍 によるガオ帝

 国の壊滅後,こ の地に政治 ・経済的混乱が続 いたために農業生産性の発展は望むべ くもなか っ

 たことを考えれば,フ ルベ国家のそれはガオ帝国にもあてはめることがで きるだろう。ガオ帝

 国の中央集権的な政治組織 と官僚制度 については[ClssoKo 1975:97-118]力 双 わ しい。
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�956(1526)・:465,471]。 しか しそ れ い が い の点 で は,西 ア フ リカ は む しろ影 響 を与

え る側 だ った よ うで あ る。

 た とえ ば ソル ガ ム は,西 ア フ リカの 主 要 な作 物 の1つ で あ る とど う じに,世 界 各 地

で 生 産 され,今 日で は世 界 の4大 作 物 の1つ に か ぞ え られ る ほどで あ る。 そ の 品 種 は

今 や何 千 とあ るが,そ の 起 源 は 唯0の 野 生 種80㎎ 加 η6切 伽 にあ った こ と,そ して

そ の栽 培化 が お こ なわ れ た の が サハ ラの南 縁 地 帯 で あ った こ とに つ いて,多 くの研 究

者 の 見 解 は0致 し て い る[HARLAN and STEMLER 1976:466-477;DoGGETT

l976:ll2-ll7](図2・3参 照)。 これ は その 後 イ ン ドへ 伝 え られ,高 収 量 の ドゥ ラ

種8.durraを 生 ん だ。 イ ン ドで発 掘 され た 最 古 の ソル ガ ム(ド ゥ ラ種)はBC 2000-

1500年 頃 の もので あ り,ソ ル ガ ム の伝 播 が か な り古 い 時 期 に お こな わ れ た こ とを 物語

って い る[NORMAN Ct (ll.1984:121]。 さ らに これ は 中国 へ 伝 え られ て コー リャ ン

を生 み,ま た イス ラム世 界 へ 伝 え られ て 広 く栽 培 され た の も この ドゥラ種 で あ った。

 ソ ル ガ ム とな らん で西 ア フ リカで よ く栽 培 さ れ て い るの に トー ジ ンビエPennisetum

が あ るが,そ の 栽 培 化 が お こな われ た土 地 もサ ハ ラの南縁 地 帯 に あ った と考 え られ て

い る(図2,3参 照)。 トー ジ ン ビエ の野 生 種 は これ ま で世 界 の どの地 域 で も 見 つ か

って い な いが,栽 培 種 の変 種 の数 が0番 多 い この 土 地 が(西 ア フ リカ に8種,ス ーダ

ンに4種,東 ア フ リカお よ び イ ン ドに合 わ せ て6種),起 源 の 土地 と推 測 され て い る

の で あ る[PURSEGLOVE l976:91-93]。 この トー ジ ンビエ も,の ちに ソル ガ ム と

同 じよ うに イ ン ドに伝 え られ,BC 1000頃 の 地 層 か ら発見 され て い る。 しか し考 古

学 発 掘 の い ち じる し く遅 れ た西 ア フ リカ で も,BC 1200年 以 前 の もの が 発 見 され て

い る ので[MUNSON l976:105],ア フ リカ に おけ る栽 培 化 の 古代 性 はゆ るが な い

と こ ろで あ ろ う13)。

 も う1つ 西 ア フ リカ に 特 徴 的 な 栽 培種 に フ ォニ オ1)2g加7如 θκ漉∫が あ る。 これ が

ア ラ ブの 文 献 に は じめて 登 場 す るの は14世 紀 の イ ブ ン ・バ ツー タ と アル ・ウマ リーの

記 録 で あ り,マ リ帝 国 の主 要 な食 物 と して 描 か れ て い る。 しか もそ こで はfUniと 西

ア フ リカの 名 称 で よば れ て お り[CuoQ l975:266,298],そ れ以 前 に は イ ス ラ ム

13)マ リのバ ンジャガ ラ高地 にすむ ドゴ ンの宗教世界 において,作 物の起源にかんす る伝承 と高

 い儀礼的価値が与え られているのは,グ ラベ リマ稲,ソ ルガム,ゴ マ,そ してつ ぎにみ るフ ォ

 ニオであ り,ト ージンビエではない[竹 沢 1987:ll6]。 これ らの作物は トージ ンビエに くら

 べ るとよ り湿潤 な気候を好む ものであ り,ト ー ジンビエの栽培がのちにつけ くわえ られた こと

 を推測 させる ものである。 トージンビエの起源地は,お そ らく他の西アフ リカ起源 の作物よ り 

乾燥化 のはげ しい地帯,CHEVALIERの いうように現在のサハ ラ砂漠 の地帯 にあ ったのであ ろ冒

 う [ⅶIEVALIER  1938:315]。
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、

図8 フ ォ ニ オ(1)igitaria exilis)の 栽 培範 囲 と変 種 の数[POR屈 眠s 1976:420]

世 界 で これが 知 られ て い な か った ことを 物語 って い る。

 ポル テ ール に よ る と,フ ォニ オ の栽 培 は 西 ア フ リカ に限 られ て お り,と りわ け ニ ジ

ェ ール川 上 流 地 帯 で 栽 培 種 の数 が も っ と も多 い(図8)。 ま た そ の名 称 を見 て い く と,

ほ とん ど の地 域 でfunioかfundiの い ずれ か で よば れ て い る。 この う ちfuは 「もの 」

を あ らわ し,nioお よ びdiは 「食 物」 を 意 味 す る。 した が ってfUnioとfundiは い

ず れ も 「食 物 」「食 べ る物 」 の 意 味 で あ り,こ れ が こ の地 方 で も っと も古 く栽培 化 さ

れ た作 物で あ る こ とを示 唆 して い ると され る[PoRTEREs l976:419-423]。 西 ア フ

リカ の各 地,と くに マ ンデ集 団 の本 拠 地 で もあ った ニ ジ ェ ール川 上 流 地 帯 に は フ ォニ

オ に まつ わ る神 話 が ひ ろ く存 在 し,そ れ が もっ と も早 く栽 培化 され た 作 物 で あ る とい

う伝 承 も存 在 す る[DIETERLEN 1955:43,54--55;GRIAuLE et DIETERLEN l965:

106sq.]。 その 意 味 で も,ボ ル テ ール の 解 釈 は的 を 射 て い る といえ よ う。
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2.コ ー ラ ナ ッ ツ と そ の 交 易

 1) コ ー ラ ナ ッ ツ の 栽 培 と 価 値

 つ ぎに,古 くか ら西 ア フ リカの 主要 な交 易 品 で あ った コー ラナ ッツに つ いて,見 て

い く ことに した い。

 コー ラナ ッツは人 間 の神 経 系 を 刺 激 す る さ ま ざ まな成 分 をふ くん で お り,ま たそ の

よ うな もの と して高 い価 値 を 与 え られ て きた。 コ ー ラナ ッツ の成 分 と して は,カ フ ェ

イ ンや テ ー ブ ロ ミン,コ ラ ィ ン等 が 春 くまれ が[FRANgols lgl8:ll9]・ そ れ らは大

脳 皮質 に作 用 して精 神 ・神 経 機 能 を高揚 させ ると ど う じに,気 管 支 の拡 張 や,心 筋 の

収縮 力 の増 強 を もた らす。 これ らの刺 激 は,コ ー ヒーを は じめ他 の刺 激 物 に共 通 す る

と ころ が あ るが,コ ー ラナ ッツは面 倒 な準 備 を必 要 と し な い と い う点で ま さ って い る。

コー ラ ナ ッ ツの この よ うな作 用 に着 目 して,そ れ を清 涼 飲 料 水 と して商 品 化 した製 品

が現 在 世界 中で 愛 飲 され て い る こ とを考 えれ ば,そ の効 果 の大 きさ は理 解 で き るで あ

ろ う。

 とは い って も,コ ー ラ ナ ッツが か くも ポ ピュ ラ リテ ィー を獲 得 す るに い た っ たの は

図9 コー ラナ ッツの主 な生 産地(19G末)[LovEJoy 1980:99]
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ご く近 年 の こ とで しか ない 。 な が い あ いだ それ は熱 帯 ア フ リカ に しか存 在 せ ず,世 界

の他 の地 域 に伝 え られ た の は よ うや く16世 紀 に な って で あ った。1504年 と1512年 頃,

2度 に わ た って 西 ア フ リカ を 訪 れ た レオ ・ア フ カ ヌス は,北 ア フ リカ の 人 間 と して

は じめて コー ラナ ッツにつ いて ふ れ て お り,そ れ を 西 ア フ リカ 流 にgoroと 書 い て い

る[LﾉON L'AFRIcAIN 1956(1526):54]。 ま た,詳 細 を きわ め たイ ス ラム の 医学

書 に は じめて コ0ラ ナ ッツの 記 録 が 登 場 す るの も,16世 紀 の 後 半 の こ とで しか な い

[RENAUD  l 928:51-53]14}。

 コ0ラ ナ ッツ の 起 源 が 熱 帯 ア フ リカ にあ るの は,以 上 の こ とか ら明 らか で あ る。

現 在 栽 培 され て い る コー ラ ナ ッッは世 界 に 約40種 類 あ る とい わ れ て い るが,そ の う

ち重 要 な もの は,Cola nitida, G. acuminata, c.08紘 沼 伽,(`I anomalaの4種 で あ る

[LovEJoY l980:98]。 これ らの栽 培 地 は,図9に 見 られ るよ うに 西 ア フ リカ か ら

中央 ア フ リカの熱 帯 雨 林 気 候 帯 に か ぎ られ て お り,こ の なか で もと くに(;. nitidaに 高

い商 品 価 値 が与 え られ て きた。

 と は い って も,西 ア フ リカの ど こで も コー ラ ナ ッツに0様 な価 値 が与 え られ て きた

わ けで は ない 。 人 び との嗜 好 に は大 きな地 域 一気 候 的 な変 差 が あ り,コ ー ラ ナ ッツの

栽 培 され る熱 林 地帯 と,交 易 に よ って しか そ れを 入手 で きな い 北 の サ バ ンナ地 帯 とで

は,大 き な価 値 の相 違 が存 在 す るの で あ る。 た とえ ば 西 ア フ リカ の ギ ニ ァ 山地東 部 に

つ い て い え ば,コ ー ラナ ッッの 栽 培 の お こ な わ れ て い る クル系(ア シ ャ ンテ ィ,バ

ウ レ等)の 人 び との あ いだ で は,そ れ は ほ とん ど消 費 さえ され て い な い。 また,そ の

栽 培 に も っ と も熱心 で あ る キ シ,テ ム ネ な ど の西 大西 洋 語 族 や,ダ ンや グル な どの 南

マ ン デ系 で もそ の評 価 は低 く,と きお り消費 さ れ る にす ぎな い 。 これ に た い し,コ ー

ラ ナ ッツの 栽培 の不 可 能 な北 マ ンデ系 社 会 や,ソ ンライ,ハ ウサ な どの サバ ンナの 住

人 の あ い だ で は高 い儀 礼 的 ・社 会 的 価 値 を与 え られて い るの で あ る[PERSON 1968:

14)14世 紀 のアル ・ウマ リーの記録 に,「 黒人だけが食べる,酸 っぱ くて嫌な味の果実があ る」

 とい う記 述があ り[CUOQ l 975:268],西 アフ リカ史 家MAuNYは これを コーラナ ッツにか

 んするア ラブ世界 の最初の記述 とみな してい る[MAuNY 1961:249]。 また,西 アフリカに滞

 在 していたイタ リア人商人の話を もとに1574年 にナポ リで出版 された地理書で は,ハ ウサのカ

 ノでの見聞と して,コ ーラナ ッツとおぼ しき果実についてつ ぎの ような記事 がある。 「ナイル

 川のほと りでは黒人 がsori(?)と よぶ木 がはえており,そ れは木の形について も,そ の実に

 ついて も(そ の皮をのぞいて)栗 によ く似ている。その実は黄色か赤で,最 初 は苦いが,噛 ん

 でい るうちに他のどの果物よ り香 しく,甘 くな ってい く。それ は黒人の王だけでな く,バ ルバ

 リー(ア ラブ人)に よって も大変評価されている。 それ らは大 変 高 価なものだか らである。

 Vincenzo MaTTEo氏 はFesの 王にこれを贈 った ところ,王 はそれを高価な宝 石のように評価

 した」[LANGE et BERTHOUD l972:339-341]。 この記録を見 ると,16世 紀 の中頃にな って も

 北 アフ リカにはコー ラナ ッツはほとん ど入 っていなか ったようで ある。
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102]。

 サバ ンナ地 帯 に お け る この よ うに高 い 評 価 は何 に よ って い るの だ ろ うか。2つ の理

由が あ る よ うに 思 わ れ る。1つ は,そ れ が サ バ ンナ地 方 で は生 産 され ず,し か も そ の

輸 送 コス トが 高 くつ く とい う事 実 か ら くる稀 少 性 で あ る。 コー ラ ナ ッツ は熱 や乾 燥 に

弱 く,そ れ を 運 搬 す るに あ た って は木 の 葉 で厳 重 に くるん だ うえ で,た え ず そ の 上 か

ら水 分 を か けて,つ ね に 湿 り気 を お び る よ うに しな くて は な らな い。 しか も そ の輸

送 は迅 速 で な くて はな らず,交 通 路 と輸送 手段 の未 発 達 な 時代 に は困 難 で あ った。 そ

の結 果,サ バ ンナ地 帯 に お いて はそ の価 格 は高 い もの に な って い き,コ ー ラナ ッ ツは

富 と権 力 の 象 徴 と して あ つ か わ れ る こ とに な った の で あ る[TRIGART l956:211-

214;PERsoN  I 968:102]。

 コ ー ラナ ッツ が西 ア フ リカ の サバ ンナ地 帯 で受 け い れ られ た も う1つ の 理 由 と して

は,イ ス ラム化 の進 展 を 考 え るべ き で あ ろ う。 サ バ ンナ地 帯 で は,11世 紀 の アル ・バ

ク リーの記 録 に マ リの王 の イス ラムへ の回 宗 の記 事 が見 られ る な ど[CvoQ l975:

102-103],か な り早 い時 代 か らイ ス ラムが 広 ま って お り,コ ー ラ ンの 教 え に よ って

アル コール の摂 取 は禁 じ られ て い た。 そ こで アル コ ール に か わ る嗜 好 品 が 必 要 とな り,

コー ラナ ッツが 選 ば れ た の で あ る。 世 界 で は じめて コ ー ヒ ーの 飲用 が イス ラ ム世 界 で

開始 され た よ うに,イ ス ラム 世界 は非 アル コー ル嗜 好 品 に たい す る根 強 い要 求 を も っ

て い る。 コー ラナ ッツに た い す る好 み も,お そ ら くお な じ理 由に よ るので あ る。

2) コー ラナ ッツの名称 の分 布

 南 の森 林 地 帯 と北 の サ バ ンナ地 帯 の あい だ の 顕著 な相 違 は,コ ー ラナ ッッ の価 値 に

かん す るだ けで はな い 。 そ れ は 名称 の違 い に もあ らわ れ て い るので あ る。 西 ア フ リカ

各 地 の コ ー ラナ ッツの 名称 の分 布 を も とに,そ の交 易 の歴 史 を再 構 成 した もの に ア メ

リカ の歴 史 家 ラ ブ ジ ョイ の研 究 があ る[LovEJoY l980]。 それ に も とづ きな が ら,

少 し論 を す す め る こ とに した い。

 コー ラナ ッツの 自 生 な い し栽 培 の お こな わ れて い る森 林 地帯 の 特徴 は,そ の 名称 が

社会 ご とに い ち じ る しく異 な る点 に あ る。 ラ ブ ジ ョイ は西 ア フ リカの森 林 地 帯 の32の

社 会 の 名 称 を比 較 して い るが,そ こで は4つ 以 上 の社 会 に共 通 す る名称 は 存在 しな い

ので あ る。 これ に た い し,交 易 に よ って それ を 入 手 して い る北 のサ バ ンナ地 帯 で は,

その 名 称 は お ど ろ くほど類 似 して い る。 多 い の はgUrO, gUrU系 の 名称 で あ り, WOrO

系 の名 称 もか な り見 られ る[LovEJoY 1980:104--105]。 これ に も とつ い て 地 図 を

作 る と図10が で きあ が る。
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 図10 コ ー ラナ ッツの 名称 の分 布 。[LovEJoY l980:104-105]を も とに 作 図。

ラ ブ ジ ョイの あ げ て い る63の 社 会 の うち,Kはkola系 の名称, GはGuro系 の名 称,

Wはworo系 の名称, Xは そ れ 以外 の名 称 を もつ社 会 を示 す 。 丸 で 囲 って あ る の が

コ ー ラナ ッツの 栽培 の さかん な 社 会 で あ る 。

 この よ うな 名称 の分布 は何 を 意 味 して い るの で あ ろ うか 。 ラブ ジ ョイ に よれ ば,サ

バ ンナ地 帯 に お け る名称 の共 通 性 は,交 易 品 と して の コ ー ラナ ッツ に たい す る嗜 好 が

あ る特定 の集 団 で 開始 され,そ こか ら他 の 集 団 へ と急 速 に伝 え られ た こ とを 物語 って

い る。 とい うの は,コ ー ラナ ッッが 痛 み や す い 品 物で あ る こ と,そ して 遠 く離 れ た 土

地 で も名称 に ほ とん ど差 のな い こ とを 考慮 す れ ば,コ ー ラナ ッッに た いす る嗜 好 は,

す で に確 立 され て い た交 易 ル ー トに の って各 地 に伝 え られ た に違 いな い と い うの で あ

る[1・ovEJoY l980:106]o

 サ バ ンナ の集 団 の う ち最 初 に コ ー ラナ ッツの 商 品化 を お こな った の は ど の集 団 で あ

ろ うか。 サバ ンナ に は もと もとそ れ が 存 在 しな か った こ とを 考 えれ ば,か れ らが 森 の

住 人 か らそ の 名称 を うけ と ったで あろ う こ と は疑 問 の余 地 が な い。 この と き,西 ア フ

リカ の 熱帯 雨 林 地 帯 の な かで もア カ ンや ヨル バ 等 の 社会 で は,生 産 が さか ん で あ るに

もか か わ らず その 名 称 は北 部 に伝 え られ て い な い(図 中 の ×印)。 これ に たい し,ギ

ニ ァ 山地 の西 大 西 洋語 族 に属 す る キ シや テ ム ネ社会 で はkolaと,そ して そ の東 側 の

グ ロや コノ社 会(南 マ ンデ系)で はguro, wuroと 呼 ば れて お り,サ バ ンナ地 帯 と共

通 して い る。 こ う した事 実 か ら,こ れ らの 社 会 で 栽 培化 され て い た コー ラナ ッツが 最

初 に サ バ ンナ のマ ンデ系 交 易 者 に与 え られ,そ こか らさ らに各 地 に伝 え られ て い った

とさ れ るの で あ る[LovEJoY l980:108-110]。

 ラブ ジ ョイ に よれ ば,熱 帯 雨 林 地 帯 で はそ の 自生 な い し栽 培 は 古 くか らお こ なわ れ
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て い たが,今 日に い た るま で 評 価 が 低 い こ とに示 され るよ うに,か れ らの もとで はそ

の商 品 化 は進 ま な か っ た。 これ に た い し,11世 紀 頃 か らのマ リ帝 国 の 発 展 に ともな い,

金 を 求 めて南 下 した イ ス ラム ・マ ンデ集 団 が,金 の 産地 で もあ った ニ ジ ェール 川 上 流

地 帯 で これ を見 つ け,高 い 商 品価 値 を見 いだ す に い た った。 そ して そ れ は かれ らの 手

で,西 は大 西 洋岸 の ヲォ ロ フ社 会 か ら,東 はハ ウサーカ ヌ リ社 会 に い た る広 い地 域 に

伝 え られ た の で あ る[L・ovEJoY I980:108-ll7]。

 一 方,サ バ ンナ地 帯 の う ちで もguroとworoと い う名称 の 相 違 が見 られ るが,そ

れ はつ ぎの よ うに解 釈 され て い る。 最初 に コー ラ ・ナ ッッの商 品 化 を お こな ったマ ン

デ系 集 団 に お いて は,発 音 がg→wと な る一 般 的 傾 向 が あ り,か れ らの も とで もと も

とguroと 呼 ばれ て いた コー ラ ・ナ ッッ がwurOに 変 化 した の ちに 伝 え られ た地 域 で

は,そ の 名称 が最 初 か ら固 有 名 詞 と して 受 けい れ られ た。 したが って,コ ー ラナ ッ

ッをwuroと 呼 ぶ 社 会 は, guroの 名 称 を もつ社 会 に くらべ る と,マ ンデ の 交易 ネ

ッ トワ ー クに 組 み こまれ た 時 間 が 後代 に 属 す る と推 測 さ れ る の で あ る[LovEJoY

l980:107]。

3) 歴史 のなか の コー ラナ ッツ

 コ0ラ ナ ッツ の交 易 は,古 くか ら西 ア メ リカ の も っ と も重 要 な交 易 品 の1つ に数 え

られ て い た。 た とえ ば16世 紀 の ガ オ帝 国 の宮 廷 に おい て,王 が その 農 園 の 監督 者 に与

え るの は,1000個 の コ ー ラナ ッッ と1着 の服,1枚 の 腰巻 き,そ して1枚 の 塩 の板 に

定 め られ て い た[TARIKH EL-FETTAcH :179]。 これ の品 々が い ず れ も長距 離交 易

に よ って 入手 さ れ た品 物 か,王 の 管 理化 に お か れて いた 手工 業 品 で あ った こ とは興 味

深 い 事 実 で あ る。 ま たハ ウサ の カ ノ に の こ る歴 史 書 は,14世 紀 の後 半 にマ リか らイ ス

ラ ム交 易者 が や って きた の ち に,は じめて コー ラナ ッッ が この 国 に 導 入 され た こと

[PALMER l928, III:104,109],そ して15世 紀 の 中頃 に カ ノ と ア シ ャンテ ィ 地方 を

結 ぶ ゴ ン ジ ャへ の 道 が 開 かれ た こ とを記 して い る[1928:109]。 こ の 「ゴ ンジ ャへ の

道 」 とは,ハ ウサ の伝 統 で は コー ラナ ッツの 交 易 ル ー トを 意 味 す る もの に ほか な らな

い の で あ る[LovEJoY l980:116]。

 残念 な こと に,植 民地 化 が 進 展 した19世 紀 以 前 に,ど れ だ けの 量 の コー ラナ ッッ が

交 易 され て い たか につ い て の正 確 な 資料 は欠 けて い る。1911年 に シュ ヴ ァ リエ は,も

っ と も高 い商 品 価 値 を もっ(λnigitaの 生 産量 が,西 ア フ リカ全 体 で1万5,000ト ンに

の ぼ る と推 定 して い る。 そ の 内訳 は,ガ ー ナ(と くに ア シ ャ ンテ ィ地 方)が5,000ト ン,

シエ ラ レオ ネ と ギニ ア が そ れ ぞ れ2,000ト ン,コ ー ト・デ ィボ ワ ール,リ ベ リア,ポ ル
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トガ ル領 ギニ ア が そ れ ぞれ1,000ト ンその他 で あ る(こ の時 代 に はナ イ ジ ェ リアで は い

ま だ(λ η@`α の 生 産 は始 め られ た ばか りで あ った)匹ovEJoY 1980:124の 引 用 に

よる]。 この 数 字 は20世 紀 に な って の もので はあ るが,植 民 地 化以 前 の実 情 とそ れ ほ

どか け はな れて は い な いで あろ う。 と い うの は,こ の 時 代 に はい ま だ交 通 網 が 未発 達

で あ り,交 易 の 内容 に根 本 的 な変 化 が あ った とは考 え に くい こ と,そ して も っ と も高

い生 産 量 を ほ こ るア シ ャ ンティ地 方 で は17世 紀 い らい強 大 な王 国 が成 立 して い た が,

そ の 経 済 的 基 盤 は 一 貫 して コ0ラ ナ ッツ の取 りひ きに あ っ た こ と[GoODY 1967:

612],な どの理 由 か らで あ る。

 コ ー ラナ ッツ はな ぜ それ ほど好 ん で 取 りひ きされ た の で あ ろ う。 経 済 学 的 な観 点 か

ら見 た と き,長 距 離 交 易 に適 した品 物 とはつ ぎ の条 件 を み た して い る こ とが必 要 で あ

る[HOPKINS l973:51sq]。 あ る地 域 に おい て,な ん らか の理 由に よ り(そ の 品 物

の生 産 が で きな い等 の 理 由)需 要 と供給 のバ ラ ンス が い ち じ る し く崩 れ て い る こ と。

交通 の未 発 達 な 時 代 に は輸 送 コス トが高 くつ くた め,輸 送 コス トを吸 収 で き るほ ど に

対 重 量 の 価 格 が 高価 な 品 物で あ る こ と。 これ らの 条件 を み た して い る金 や胡 椒 等 の 商

品 が,古 代 ・中 世 の ヨー ロ ッパ に お いて 長 距 離 交 易 を うなが す 主 要 な要 因 とな った よ

うに,西 ア フ リカで は コー ラナ ッツが そ の役 割 を はた して い た ので あ る15)。

 コ ー ラナ ッツ の需 要 が 西 ア フ リカ のサ バ ンナ地 帯 の ほぼ全 土 に あ った こ とか ら,そ

の交 易 は各 地 で さか ん に お こな わ れて いた 。 西 ア フ リカの 長 距 離交 易 の特 徴 は,1つ

の民 族 集 団(そ の な かで も特 定 の親 族 集 団)が,買 いつ けか ら輸 送,管 理,販 売 に い

た る 全行 程 を掌 握 す る点 に あ った[CoHEN 1966:19;1971:266-267]。 そ う した

方 法 は,交 易 が い くつ もの 民族 集 団 を こえ て お こ な われ る とい う事 情 に よ る もの で あ

った が,そ の 結 果,コ ー ラナ ッツの 交 易 に主 に従 事 す る交易 者 集 団 が,西 ア フ リカ の

各 地 に形 成 され て い った の で あ る(図11)。

 西 の大 西 洋 岸 か ら見 て い くと,ギ ニ ァ山地 の コ ー ラ ナ ッッの生 産 地 と消 費地 で あ る

セ ネ ガ ンビア 地 方 を む す ぶ 交易 を掌 握 して い たの は,マ ン リケ ・モ リや ジ ャカ ンケ と

呼 ば れ るマ ン デ系 の 交 易 者 集 団で あ った[CuRTIN l975,1:69,228-229]。17世 紀

に ガ ン ビァ川 を 船 で さか の ぼ った イギ リス商 人 が,マ リバ ック(イ ス ラム 導師 を さす

15)コ ー ラナ ッツの交易は莫大な利益を もた らしていたよ うである。19世 紀の フランスの植民地

 行政官で あったバ ンジ ェールは,当 時の西 アフリカの風俗 や慣習にかん して貴 重な記録を残 し

 ているが,か れによれば,Kongの 町で20フ ランで仕入 れたコー ラナ ッツの包みを,500キ ロメ

 ー トルほど北の$obo-Diuolassoの 町で塩の板に交換 して戻 ってる と,12倍 の値段にな ったと

 い うtBINGER l980(1892):313]。 また,19世 紀 末のイギ リスの経済報告書 によれば,コ ーラ

 ナ ッツの産地 に近いGonjaで 仕入れたコーラナ ッツを約2,000キ ロメー トル離れたチ ャ ド湖周

 辺に運ぶ と,そ の50～60倍 の値段で売れたとい う[HoPKINs 1973:73の 引用による]。
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図11コ ー ラ ナ ッ ツ の 主 な 交 易 者 集 団

「マ ラブ」 の意?)と 呼 ば れ る黒 人 商 人 が コー ラナ ッッ の交 易 を お こな って い る と書

い て お り[JoBsoN 1904(1623):1011,か れ らの活 動 は か な り古 くか ら つ づ け られ

て い た よ うで あ る。 そ こか ら東 の,ニ ジ ェー ル川 に沿 った交 易 路 を統 括 して い た の は

ジ ュ ラ と呼 ば れ る マ ンデ系 商 人 で あ り,15世 紀 に はworoduguと い う コー ラ ナ ッツ

の 名 称 を か ぶせ た小 国 家 が 建設 され るほ ど に,そ の交 易 は重 要 に な って い た[PERSON

l968:101-117]。 す で に 見 た よ うにか れ らが は じめて サバ ンナ地 帯 に コー ラナ ッツ

を も た ら した と考 え られ る以 上,そ の活 動 は お そ ら く11-12世 紀 に さか の ぼ る もの と

思 わ れ る。 ま た,の ち の19世 紀 に な る と,フ ル ベ 社会 が ジハ ー ドをつ う じて この地 方

に政 治 的 ・経済 的覇 権 を確 立 す る にお よん で,か れ らの う ちの鍛 治屋 集 団 で あ った コ

ー ロ コが 交 易 に も従 事 す るよ うに な り
,コ ー ラナ ッツの 交 易者 集 団 と して形 成 され る

に い た った[AMsELLE l977:101sq.]。

 コ ー ラナ ッ ツの生 産 の一 大 セ ン ターで あ った ア シ ャ ンテ ィ地方 と,西 ア フ リカの商

業 とイ ス ラ ムの 中心 で あ った ニ ジェ ール川 中流 域 と の あ いだ の 交 易 を 支配 して いた の

は,ジ ュ ラな い しワ ンガ ラ と呼 ば れ るマ ンデ 系 の 交 易 者 で あ り,1471年 に ポル トガ

ル 人 が エル ミナ に交 易 拠 点 を 開 い た き た と きに は,か れ らはす で に 内 陸 三角 洲 の ジ ェ

ンネ との あ いだ に 交 易 路 を ひ らい て い た[WILKs 1982:333-344]。 そ の ア ンシ ャ

560



竹沢 イス ラムと西 アフリカの物質文 化

ンテ ィの土 地 か ら真 北 に位 置 す るモ シの 国 に コ ー ラナ ッッを 運 ん で い た の は,ヤ ル シ

とよ ば れ るお な じ くマ ンデ系 の 交 易 者 で あ っ た し[IzARD 1971:220-224],そ こ

か らさ らに東 の ハ ウサ の 国ヘ コー ラナ ッッを 運 ん で い た の も,初 期 に は ワ ンガ ラ ワ と

よば れ るマ ンデ系 交 易者 で あ った[LovEJoY l978:189-191]。 こ のル ー トが 開 か

れ た の は,す で に 見 た よ うに15世 紀 の末 頃 と考 え られ て い る16)。

4) イス ラムの影 響i

 コーラナッツの栽培にたいしては,西 アフリカの他の栽培作物がそうであったよう

にイスラムの影響は存在 しない。その栽培はイスラムの影響が始まるまえにすでに開

始されていたからである。 しかしそれが西アフリカのサバンナ全土に通用する商品と

されるにあたっては,イ スラムは決定的な役割をはた したようである。コーラナッッ

にたいする嗜好そのものがイスラム化の進展にともなう現象であること,そ して上に

あげた西アフリカの主要な交易者集団がいずれもイスラム交易者であったことなどの

理由からである。

 南の森林地帯から北のサバンナ地帯ヘコーラナ ッッをはこぶかれらがなぜイスラム

を必要としたのか,そ の理由についてはすでに別の箇所で くわ しく検討 してあるので

[竹沢 1988:34-36],こ こではその要点だけを述べることにしたい。 コ0ラ ナッツ

の交易が生態系のことなるいくつ もの民族にまたがっておこなわれた以上,そ の交易

に従事 したかれらは,民 族の枠をこえたより大 きな枠組みを必要としていた。という

のも,西 アフ リカの諸社会のように伝統的な社会においては民族ごとに言語 も宗教も

ことなっており,そ れが民族の外枠を定めていたからである。かくして伝統的な宗教

体系は,民 族の枠をこえて活躍するかれらに必要な枠組みを提供することはできなか

った。そこでかれ らはイスラムを受けいれることで,民 族宗教の枠をこえた広い活動

の場と移動の保障を獲得するにいたったのである。

 このようにしてイスラムは,長 距離交易者集団の形成というかたちで西アフリカの

交易の進展に大きな役割をはたすことになった。そしてそのときコーラナッツは,交

易に必要な商品を提供 したのである。交易の進展が実現されるためには,世 界の他の

16)ア シ ャ ンテ ィとハ ウサの あ い だの 交 易 路 がハ ゥ サ交 易者 の 手 に ゆ だね られ た の は,よ うや く

 18世 紀 初 頭 に な って で あ った[GOODY al1C1 MUSTAPHA l967:611-613;LovEJoY l971:538-

 540]。 しか も ラブ ジ ョイ によ れ ば,か れ らはす で に確 立 され て い た交 易 シス テ ム をそ の ま ま受

 け いれ る形 で加 わ った にす ぎなか った[LovEJoY 1971:540]。 しか し1591年 の モ ロ ッコ軍 の 支

 配以 降,そ れ まで 西 ア フ リカ 全土 の交 易 と手 工 業 の 中 心で あ った ニ ジ ェー ル川 中流 域地 方 が没

 落 す る にお よ んで,ハ ウサ諸都 市 が しだ い に 西 ア フ リカ の新 しい 経 済 の 中心 に な って い き,

 コー ラナ ッツの交 易 に従 事 す る交 易 者 集 団 も,ハ ウサの うち に 数 多 く形成 され るに い た った

 [COHEN l966:18sq.;LovEJoY 1973:635 sq.]。
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地域でインド人や レバノン入,中 国人等がその役割をはたしたように,交 易に従事す

る専業的な集団の形成と,そ してす ぐれた交易品の開発が不可欠である。西アフリカ

においては,前 者の役を引き受けたのが主としてマンデ系のイスラム交易者であった

し,後 者の交易品がコ0ラ ナッッであった。いいかえれば,コ ーラナ ッツは西アフ リ

カの交易の発展に必要な材料を提供 し,イ スラムはその枠組みを与えた。その2つ が

あいまったことで,植 民地以前の西アフリカに発達 した交易のネットワークが形成さ

れることができたのである17)。

 交易の進展によって言語も制度もことなる社会のあいだに文化の交流がもたらされ,

それをつうじて社会の経済的および社会的成熟が実現されたことは,世 界史上の常識

である。そうした意味で,イ スラムとコーラナッッは,西 アフリカの交易の発展に寄

与 しただけでなく,経 済的および社会的な成熟にも大きく貢献 したといってもよいで

あろう。

3.綿 と毛 の2種 の布の生産

1)織 機の種類

 アフリカ大陸ではさまざまな種類の織機が古 くから用いられてきた。その構造や使

用法については,す でに くわ しい研究が数多 くあるので,こ こでは取りあげない。 こ

こで問題にしたいのは,そ の起源と伝播,そ してそれがはたした歴史的役割である。

 アフ リカ大陸に古 くから存在した織機の分類については,ロ ートの古典的な研究が

ある。かれはそれを4種 類に分類 しているが,そ のうち西アメリカでみられるのは,

綜続のない,縦 糸を固定したタイプの垂直機 と(図12),足 踏みペダルで綜続を上下

させるタイプの水平機である(図13)[RoTH 1950(1918):26,63J。 このうち,前

者の垂直織機は世界中の伝統社会に広 く見 られる型式のもので,西 アフ リカではナイ

ジェリア南部より東南のバンッー系社会に広 く存在する。それは固定 した縦糸に横糸

を通していく型式のもので,主 としてラフィアヤシ等の長繊維を織るのにもちいられ

る。西アフリカでももっとも古いタイプのものと考えられている。

 これにたいし,足 踏みペダル式の水平式の織機は,綿 糸や羊毛等の短繊維を織るの

17)15世 紀 以降,金 の交易を独 占 しよう として海路西アフ リカにいた ったポル トガル交易者は,

 各地でマ ンデ系の交易者 と競合す るにいた った。かれ らの記録が驚きを こめて伝えてい るよう

 に,1471年 にかれ らが現在 のガ ーナのエル ミナの地 にいた った時には,当 地 と,当 時の先進地

 帯 であ ったニジェール川中流域 とをむすぶ交易路 がすでに完成 していた し,そ のルー トはさ ら

 に西のセネガ ンビァ地方までのびて,そ こをマ ンデ交易者 は自由に往 来 して い た の で あ る

 [FERNANDES 1951(1506L 10)=47;PAcHEco Pﾘ1ﾘ  1956(1506-08):123-125]。
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に もちい られ る もので あ る。 そ れ は一

般 に2枚 の綜 続 を そ なえ,こ れ を両 足

の ペダ ル で 操作 して 縦 糸 を 上 下 させ,

そ こに 両方 の手 で 交 互 に仔 を とお して

横 糸 を 織 り こんで い く。 しか も西 ア フ

リカに見 られ る こ の タ イプ の 織機 は独

特の 構 造 を も って お り,綜 続 の 幅 が き

ょ くた ん に狭 い こ と(多 くの ば あ い5

～25セ ンチ メ ー トル)
,分 解 ・組 立 て の

きわ め て容 易 な こ と,縦 糸 の は じに石

の重 りを のせ て 縦糸 に 緊 張 を あ たえ て

い る こと な ど,他 に 類 を見 な い ユ ニ ー

クな 特徴 を も って い る[L、AMB 1975:

74]。

 ロー トの分 布 図 が示 す よ うに,こ の

タ イ プの 織 機 は世 界 中で サハ ラ以 南 の

西 ア フ リカに の み存 在 す る もの で あ る

図12バ グ族 の垂 直 式織 機 〔ROTH l950:35]

(図14)[RoTH l 950(1918):71]。 しか もそ の 中 で も一 部 の社会 だ け が これ を活 用

して お り,そ の使 用 が さか ん な 社会 は,マ ンデ,ハ ウサ,フ ル ベ,ア シ ャ ンテ ィ,ヨ

ルバ な ど,植 民 地 化以 前 に交 易 の 進展 を見 た社 会 にか ぎ られ て い る
。 また この2つ の

タ イ プの 織 機 が と もに存 在 す る ナイ ジ ェ リア南 部 な どの 社会 で は,垂 直 機 を もち い て

布 を お るの は女 の仕 事,水 平 機 を も ちい る の は男 の 仕 事 とい う ぐあ い に,歴 然 と した

分 化 が み られ る18)。 こ う した事 実 は,足 踏 み ペダ ル 式 の 水平 機 が,垂 直 機 の 浸透 した

の ちに 発 明 な い し導 入 され た もの で あ る こ とを 推 測 させ て い る。

 この タ イ プ の 織 機 の起 源 につ いて は,こ れ まで 多 くの研 究 者 が さ ま ざ まな 見解 を 述

べ て きた が,い ま だ に統 一 的 な見 解 は成 立 して い な い
。 それ ゆ え,そ の問 題 に と り く

む た めに は迂 回 を して,こ の タ イ プの 織機 で織 られ る材 料 につ い て検 討 して お く こ と

が必 要 で あ る と思 わ れ る。 綿 糸 と羊 毛 が ど こか ら もた らされ た か とい う問 題 で あ る。

18)北 アフ リカにおいて も,可 動式の2枚 綜続の織機 は男 だけが もちいるものであ り,女 は今 も

 固定式の織機をもちいて布を織 っている[PIGToN and MAcK l979:102]。
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図13足 踏みペダル式の幅の狭い水平式織機[HEUZEy l941:147]

2) 綿花と羊毛の起源

 足 踏 み ペ ダル 式 の織 機 が 織 るの は主 と して綿 糸 で あ るが,こ の 素材 の 起 源 に つ い て

も諸 説 が あ る。 ワタ は繊 維 と して も ちい られ るだ けで な く,油 科 植 物 と して も活 用 さ

れ るた め,そ の分 布 は世 界 中に 広 ま って い るか らで あ る。 ア フ リカ に お いて も,熱 帯

雨林 地 帯 に は野生 種Goss1pium anomalumが 存 在 し,そ こで の ワ タの 名 称 は じつ に 多

様 で あ る 〔KAWADA 1988:41]。 熱 帯 ア フ リカ の各 地 で,そ れ が まず 食 用 と して も

ちい られて きた こ とが推 測 され るの で あ る。

 問 題 は,繊 維 と して も ちい られ る ワ タの 方 で あ る。 ア メ リカ大 陸 か ら新 しい 種 が も

た ら され る以 前,旧 世 界 で 繊 維 と して 活 用 され て きた ワ タ は2種 類 あ った。 ア ル ポ レ

ウム 種(G.arboreum)と ヘル バ ケ ウム種(G・ herbaceum)で あ る。 旧 世界 で これ ま で に

発掘 され た綿布 の う ち,最 古 の もの は イ ン ドの モ ヘ ンジ ョダ ロの 遺跡 で 見 つ か った も

の で あ り,ア ル バ ケ ウム種 の ワ タ を も ちい て布 に した こ と が確 め られ て い る。 お よ そ

BC 2000年 頃 の こ とで あ る[WATsoN 1983:35]。 ま た そ の ほか に も,イ ン ドで は 綿

布 の記 録 は たい へ ん 古 くか ら存 在 し,BC 5世 紀 に は 国家 の 管 轄 下 に 置 かれ て 輸 出 さ
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     図14 アフ リカのさまざまなタイプの織機の分布

図中の1が 垂直式織機,4が 幅の狭い水平式織機であ る[RoTH l950:63]

れ て い た ことが 知 られ て い る。 以 上 の こ とか ら,イ ン ドで は じめ て この 種 の ワタ の 栽

培 と綿 布 の生 産 が お こな わ れ た こ とは確 実 と見 られ て い る[1983:35]。

 イ ン ドの初 期 の文 献 が す べ て 「綿 の木 」 と書 い て い る よ うに,こ の 種 の ワタ は最 初

多年 性 植 物で あ り,冬 の寒 さを越 す こ とが で きな い た め,そ の栽 培 は 熱帯 地 方 にか ぎ

られ て い た。 ワ タの 栽 培 が熱 帯 か ら出 たの は,記 録 で は6-7世 紀 に 中央 ア ジア の トル

フ ァ ン地 方 が最 初 で あ り,そ こか ら旧 大 陸 の 各 地 に伝 え られ て い った。 中 国 や 日本 に

伝 え られ た の もこ の種 の ワタ,ヘ ル バ ケ ウム 種 の ワタで あ る[1983:38-39]。

 一 方,ア フ リカ大 陸 で は,布 の生 産 は古 エ ジプ ト王 朝 の 時 代 か ら始 め られ て い た が,

も ちい られ る材 料 は主 と して 麻 で あ った[LOMBARD l 978:45]。 エ ジ プ トで は じめ

て綿 布 が 出 土 す るの は,ミ イ ラを く るむ麻 布 に ま ぜ て織 って あ っ たの が 最初 で あ り,

紀 元 前 後 の こ とで あ る[CocKBuRN l975:1158-ll59]。 しか しそ の後 も,北 ア フ リ

カ や ヨー ロ ッパ 世 界 で の織 物 の主 流 は麻 と羊 毛 で あ りつ づ け,ワ タ の栽 培 と綿 布 の生
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産 が本 格 化 した の は ず っと後 の 時代 で しか ない[LOMBARD 1978:70-71]。

 サハ ラ以 南 の 地域 に は,す で に見 た よ うに ワタ の 野 生 種 が存 在 す る。 しか しそ れ は

繊 維 の短 い ア ノマ レ ウム種 で あ り,布 を織 る に は不 向 きで あ っ た。 ま た そ れ は,他 の

2種 の ワタ との 混 種 が で きな い ほ ど 大 き くこ とな る種 で あ る[WATsoN l983:31-

321。 か くして,西 ア フ リカで綿 布 の生 産 が 開始 さ れ たの は,イ ン ド起 源 の ワ タが エ

ジプ トを 経 由 して伝 え られて 以 降 と考 え られて い る の で あ る[ibid.:41;LOMBARD

l978:75-77]19)。

 こ れま で に 西 ア フ リカで 発 見 され た綿 布 の うち,も っ と も古 い もの は ドゴ ンの先 住

民族 とされ る テ レム の遺 跡 か ら出土 した もので あ る。 そ の報 告 書 に よれ ば,11世 紀 以

降大 量 の 綿布 と毛布 が発 掘 され て お り,と くに綿 布 は,現 存 す る幅 の 狭 い織 機 で 織 ら

れ た もの と 同一 で あ る と ころか ら,現 地で 生 産 され て い た と推 測 され て い る。 ま た毛

の布 の一 部 は幅65cmと 広 い も ので あ り,北 ア フ リカ か ら運 ばれ て きた もので あ ろ

う[$EDAUX arid $OLLAND l980:9-13]。 お な じよ うな綿 布 は,ド ゴ ンの土 地 か ら

真東 に2000キ ロ メ ー トル ほ ど離 れ た カネ ム の土 地 で も発 見 され て お り,正 確 な年 代 は

測定 され て い な いが10世 紀 以 降 と考 え られ て い る[URvoY l949:20]。 した が って,

この時 代 まで に,サ ハ ラの南 縁 地 帯 で 広 く布 の生 産 が は じま って い た こ とが 十分 推 測

され るので あ る。

 も う一 つ の素 材 で あ る羊 の毛 につ い て,北 ア フ リカで は古 くか ら生 産 され て い た こ

とが 知 られ て い る。 ロ ーマ帝 国 の時 代 か らス ペ イ ンや エ ジプ トは 良質 の羊 毛 の 産地 と

して有 名 で あ り,麻 とな らん で 織 物 の 主 要 な 素 材 で あ った[LOM$ARD 1978:23-

35]。 一 方,西 ア フ リカ地域 で も,植 民 地 化 以前 か らマ ッシ ナ種 と呼 ば れ る羊 毛 を 産

す る羊 が 存在 して い た こ とが 知 られ て お り,こ れ は フル ベ牧 畜 民 の 機 織 り集 団で あ る

マ ッボ の手 で布 に され て い た。 それ は主 と して遊 牧 フル ベ が は お る,カ サ(kassa)と

呼 ば れ る厚 手 の マ ン トに仕 立 て られ る ほか,ニ ジ ェール 川 中流 域 の グ ンダ ム付 近 で は,

長 さが8メ ー トル に もお よぶ良 質 の壁 掛 け アル キ レ(arkile)も 作 られ て い る。 これ

は と くに新 婚 の 夫婦 の寝 室 を飾 るの に もち い られ,そ の よ うな もの と して婚 姻 の 給付

に重 要 な 役 割 を はた して き た[HENRY l908:191]。

 こ のマ ッシ ナ種 の羊 の起 源 は ど こで あ ろ うか 。 一 時 は これ が西 ア フ リカ原 産 で あ り,

良 質 の 羊 毛 を 産 す るメ リノ種 の 先祖 と考 え られ た こ と もあ った[PIERRE et MoNTEIL

19)研 究者の一 部には,ワ タの 起源を 西 アフ リカに もとめる見方 もある[PuRsEGLovE l976:

 299]。 しか しのちに見 るように,西 アフ リカのと くにサバ ンナ地方の ワタの名称 がアラブのそ

 れ と類似 してい ることを考慮す ると,少 な くとも繊維用の ワタについては北 アフ リカか らの影

 響を考えるべ きであろう。
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図15羊 毛 を産 す るマ ッシナ種 の 羊 の分 布[CuRAssoN 1932:16】

て,王 とそ の後 継 者 だ けが 縫 った服 を着 用 し,他 は綿 や 絹 の腰 巻 きを身 に つ け て い る

と書 い て い る[1975;77,100]。 こ う した ことか ら,初 期 の研 究 書 に おいて は,西 ア

フ リカ へ の 布 の導 入 が イ ス ラム と と もに は じま った と され て い た の で あ る[MAUNY

l961:343-344]。

 そ の後 研 究 の 進 展 に よ って,上 に述 べ た よ うな 西 ア フ リカの 織機 の独 自性 が 明 らか

に され ると と も に,そ の起 源 に つ いて も単 な るイ ス ラムー 辺 倒 で は な い考 え 方 が あ ら

わ れ て き た。 起 源 に つ い て は諸 説 が あ るが,お もな もの は以 下 の とお りで あ る。

 1.独 立 説 。 織 機 の タ イ プ が こ とな る以 上,西 ア フ リカが そ れ を イ ス ラム 世 界 か ら1

  受 け と ったの で はな い こ と は明 らか だ とす る。 しか しそ れ が だ れ の手 で 開 始 され

  た か に つ いて は,言 及 しない[MoNTEIL 1927:10,72;LAMB l975:74]。

 2. フル ベ起 源 説。 フル ベが 「中東 か らの 移 動」 と と もに,西 ア フ リカに この 種 の

  織 機 を もた ら した とす る。 そ の論 拠 と され るの は,フ ル ベが 中東 か ら移 動 して き

  た とす れ ば,か れ ら は布 を織 る技 術 をす で に そ こで 手 に いれ て いた1まず で あ る こ

  と,そ して か れ らだ け が 所有 して い る羊 毛 が綿 よ りも はや くか ら布 に お られ た 素

  材 で あ る と 考 え られ る こ とで あ る[BosER-SARIvAxEvANIs l972:141;1977:

  308-311]21)。

 3. マ ンデ起 源 説 。 西 ア フ リカ の各 地 で も っ と も機 織 りに熱 心 な の は マ ンデ系 諸 民

  族 で あ り,か れ らが シエ ラ レオ ネ等 に 現 存 す る縦 糸 を 固 定 した タ イ プの 水 平織 機

21)ヴ ュイエは,ワ タについて もフルベがは じめて シ リアからもちこみ,こ れを織機 とともに他

 に伝えた と考えてい る[VulLLET l920:52-55]。
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  か ら可 動 式 の織 機 を 開 発 して,他 に伝 え た とす る[ScHAEDLER l987(川 田 の

  引用 に よ る,KAwADA 1988:78>]。

 これ らの説 は,残 念 な こと に いず れ も決定 的 な説 得 力 を 欠 い て い る。 も しフル ベ が

こ の タ イプ の織 機 を もた ら した ので あ る とす れ ば,す で に 検 討 した よ うに,そ の材 料

で あ る羊 毛 は西 ア フ リカ の も っと も広 い地域 に分 布 して い た はず で あ る。 ま た,フ ル

ベ あ るい は マ ンデが この 織機 の導 入 に決 定 的 な役 割 を は た した とす れ ば,そ の 名称 は

他 の社 会 に も伝 え られ,か な りの共 通性 を も ってい た で あ ろ う。 しか し川 田順 造 が 明

らか に して い る よ うに,こ の タ イ プの 織 機 の も っ と も重 要 な 部 分 で あ る綜 続 の名 称

は,サ ハ ラ南 縁 のマ ンデ系,ソ ン ライ,ハ ウサ の社 会 を 比 較 しただ け で も,そ れ ぞ れ

niire, dange, alleeraaと 大 き くな って い る[KAwADA l988:40〕 。 したが って1

つ の共 通 の起 源 を考 え る こ とは 困難 な ので あ る。

 起 源 を考 え る うえ で の も う1つ 重 要 な問 題 は,同 じ くこ の タ イプ の 織機 の重 要 な部

品 で あ る足踏 み ペダ ル で あ る。 この ペ ダル は古代 の ヨー ロ ッパ や 中東 に は存 在 しなか

った た め,そ こで は長 い あ い だ織 機 に もペダ ル を使 用 しな いタ イプ の もの が も ち い ら

れ て い た。 古代 中国 で 発 明 され た ペ ダ ル式 の 織機 が導 入 され た のは,中 東 で は ヘ レニ

ズ ム期 以 降,ヨ ー ロ ッパ 世界 で は 早 くて も11世 紀 以 降 で しか ない の で あ る[ENDREI

l968:29;LoMBARD l978:230-231](図16)。 この よ うに ペ ダル の 導 入 が の ち の

時代 で あ る とす れば,フ ル ベ起 源説 に せ よマ ンデ起 源説 にせ よ,い ず れ も根 拠 が 薄弱

で あ る と いわ な くて はな らな い 。

 そ れ で は,西 ア フ リカ に特 有 の タイ プ の 織機 は どの よ うに して開 発 ない し導 入 さ れ

たの で あ ろ うか 。近 年 川 田順 造 は,西 ア フ リカ の い くつ か の社 会 の織 機 や ワタ の 名 称

図16足 踏 み ペダ ル を もちい た織 機 の ヨー ロ ッパ 最 古の 絵

Job de Byzanceの 手 稿(1368)よ り[ENDREI 1968:67]
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を比 較 して,そ の起 源 に達 す る試 みを お こな って い る。 そ れ に よれ ば,西 ア フ リカの

機 織 りの集 団 と して 名高 い マ ンデ系,ソ ン ライ,ハ ウサ の3つ の社 会 に お い て,綜 続

の 名称 は そ れ ぞれniire22》, dange, alleeraaで あ り,大 きな違 いを み せ て い る。 この

中 で は,マ ンデ のniireが モ ロ ッコのniraと きわ め て近 く,ま た ア ラ ビア語 で は

NWLの 音 が 一 般 に 水 平機 を あ らわ す こ とか ら,モ ロ ッコ方 面 か らの 伝 播 の 可能 性 が

高 い と され る[KAwADA l988:40]。

 一方,ワ タ の 名 称 に つい て も,マ ンデ,ソ ン ラィ,ハ ウサ の そ れ は,そ れ ぞれ

korne22), haabu, awudgaな い しkudaで あ り,た が い に 大 き くこ とな って い る。

川 田は この う ちの マ ンデ の 名 称 が,ア ラ ブのqtonか ら ソニ ンケ のkotoleを へ て

kooriに 変 化 して きた と考 え て お り,こ こに も伝 播 の可 能 性 は あ る とす る[1988:41]。

しか し,川 田 自身 が認 め て い るよ うに,ワ タ につ い て も綜 続 につ い て も,他 の2つ の

社会 の 名称 の 由来 は不 明 な ま ま で あ る。

 それ で は どの よ うに解 釈 す べ きで あ ろ うか 。 ワタ の 名称 につ い て いえ ば,マ ンデ の

それ が ア ラ ブの影 響 を 受 けて い る よ うに,ソ ン ラィ のhaabuも ま た ア ラブ のutb,

hatb[SERJEANT l972:52,133]か ら きて い る こ とは 明 らかで あ る。 一 方 の綜 続 に

つ い て は手 元 に資 料 が ない 。 た だ,ワ タ や足 踏 み ペ ダ ル式 の織 機 が ア ラブ以 東 の 地 で

作 られ た こ とが 明 らかで あ る とす れ ば,そ れ が エ ジ プ トに伝 え られ た ヘ レニ ズ ム期以

降 に,北 ア フ リカ を へて 西 ア フ リカ の諸 社 会 に も た ら され た もので あ る こ とは疑 い の

余 地 が な い。 しか しなが ら,ワ タ に つい て も綜 続 に つ い て も,そ の 名称 が 上の3つ の

社 会 で い ち じ る し くこ と な って い る こ と は,重 大 な 示唆 をふ くん で い る。 少 な くと も

そ の差 異 は,こ れ まで 見 て きた 稲 や コー ラナ ッッの 名 称 の類 似 性 と比較 した と き,き

わ めて 顕著 な もの と映 るので あ る。

 も しワ タや織 機 が あ る特 定 の社 会 集 団 か ら他 に伝 え られ た ので あ った な らば,そ の

名称 は も っ と類 似 して い たで あ ろ う。 と こ ろ が その 名 称 が これ だ け こ とな る以 上,ア

ラブ人 に よ る北 ア フ リカ の制 覇 が完 了 した の ち に も た ら され た と考 え る こ とはで きな

いで あ ろ う。 ア ラ ブ人 とイ ス ラ ムは8世 紀 半 ば に は北 ア フ リカ を席 巻 した が,そ れ以

前 もそれ 以 降 も,サ ハ ラの交 易路 は ベル ベル 諸 王 国 の 手 に に ぎ られ て い た。 しか も北

ア フ リカ と西 ア フ リカ を結 ぶ3本 の 交易 ル ー トは それ ぞ れ 別 の勢 力 下 に あ り,そ の支

配 を め ぐ って 争 い は絶 え な か った[LoMBARD 1971:71-77]。 こう した こ とを 考 え

ると,ワ タ と この タ イ プ の織 機 は,北 ア フ リカ に ア ラ ブの 影 響 の 強 ま っ た8世 紀 の前

22)む しろ綜続 についてはniriワ タについて はkoori,と 記すべ きであろ う[BAILLEUL 1981:

 151,246]o
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後 に,い くつ か の こ とな るル ー トを つ う じて 西 ア フ リカに 伝 え られ た もの で あ ろ う23)。

しか し北 ア フ リカ伝 来 の織 機 は,ヨ ー ロ ッパ 最 古 の 足 踏 み ペ ダル 式 織 機 の 絵 が しめ す

よ うに(14世 紀,図16),お そ ら く現 在 西 ア フ リカで み られ るよ うな 幅 の 狭 い 型 の 織

機 で はな か った。 それ を 西 ア フ リカ の人 び とが 以下 に見 るよ うな社 会 の実 情 に よ く合

う よ うに 改 良 して,今 の形 に 開 発 した ので は な いだ ろ うか 。

 西 ア フ リカに お け る織 物 の 古代 性 につ いて はい くつ か の社 会 の神 話 が語 って い る。

た とえ ば ドゴ ン社 会 で は,機 織 りの技 術 は,長 繊 維 を 編 ん で つ く る腰 蓑 の つ ぎ に もた

らされ た2番 目の 「こ とば」 と され,太 鼓 や火,農 業 と い った他 の文 化 的 事 象 の 出現

よ り先 に位 置 づ け られ て い る[グ リオ ール 1981(1948):37以 下]。 ま た その 隣…のバ

ンバ ラ社 会 の 神 話 で も,機 織 りの 技術 の 出現 は文 化 の 出現 と同0視 され,し か も農 業

の開 始 以 前 に位 置 づ け られ て い る[DIETERLEN l950:102-104]。 これ らの 社 会 は,

必 ず しも衣 服 と結 び つ か な い非 イ ス ラム 的伝 統 を長 く保 存 して きた社 会 で あ り,西 ア

フ リカ に お け る機 織 りの技 術 の 古 代性 を証 明 す るも の とい え よ う。

4) 歴史のなかの布

 先 に見 た よ う に(図14),幅 の狭 い足 踏 み ペ ダ ル 式 の 織 機 の分 布 は 西 ア フ リカ だ け

で あ るが,そ の 中で もそ れ を好 ん で も ちい る社 会 は限 られ て い る。 そ れ は,マ ンデ系,

フ ル ベ,ハ ウサ,ア シ ャ ンテ ィ,ヨ ル バ とい った,植 民地 化 以 前 か ら商業 の盛 ん で あ

った社 会 で あ る。

 この 中 で も もっ と も大 きな影 響 力 を も った の は マ ンデ系 集 団で あ った 。 か れ らの活

動 の拠 点 と な った ニ ジ ェ ール川 流 域 の う ち,ジ ェ ンネや トン ブ ク トゥな ど の 都 市 は

綿 布 の生 産 で 名高 く,16世 紀 の レオ ・ア フ リカ ヌス に よれ ば,ジ ェ ンネ の 商 人 は ベ

ル ベル 人 との あ い だ で お こな う綿 布 の 取 り引 きで 多 大 な 利 益 を 上 げ て い た[LﾉON

L'AFRICAIN 1956(1526):465]。 お な じ時 期 に,ト ンブ ク トゥに は26軒 の綿 織 物屋

が 存在 し,そ れ ぞ れ が50人 か ら100人 の徒 弟 を か か え て生 産 に はげ ん で お り[TARIKH

EL-FETTACH:315],そ れ は西 ア フ リカ全 土 の み な らず,サ ハ ラを こえ て 北 ア フ リカ

に ま で 輸 出 され て い た ので あ る[LﾉON LｰAFRICAIN 1956(1526):37,465]24)。

 しか し,か れ らの活 動 はニ ジ ェール 川 流 域 に 限 られ て い た わ けで は なか った 。 わ た

した ちが 前章 で見 た よ う に,か れ らは コ ー ラ ナ ッッ と と もに,イ ス ラム と織 機 を も っ

23)序 のところで見 たように,北 アフ リカと西アフ リカのあいだで は何本かの交易ルー トが走 っ

 てお り(図1),イ スラム以前か らの長い歴史 を もっていた。 これ らの交易ルー トのうち主な

 ものが,西 マグ リブとマ ンデ,東 マグ リブとガオ,エ ジプ トとハ ウサを結ぶ3本 のルー トであ

 った ことは,き わめて示唆的で あると思 われる。
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て西アフ リカ各地に展開していたのであり,か れらの活動はほぼ西アフ リカ全土にお

よんでいた。たとえば,か れらの本拠地のすぐ南に位置するセヌフォ社会にこのタイ

プの織機を伝えた集団はジェラと呼ばれ,今 日にいたるまでこの地方の機織 りの仕事

                    GRAPHIQUE 3. 
 Evolution  du rendement  du tissage 

 (exprimê en metres de trame  inseree par heure et par  téte).

        図17.ヨ ー ロ ッパ に おけ る織 機 の発 表

足 踏 み ペダ ル式 の幅 の 狭 い織 機 は,13～14Cに は完成 を見,18 Cに 産 業

革命 がお こる 以 前 に は も っ とも効 率 の よい もの の1つ で あ った[ENDREI

1968:graphique 3]

24)こ のマ ンデの織 る布 は,西 アフ リカの広い範 囲で高 く評価 されてい た。15世 紀 後半 に船 でギ

 ニア湾岸に達 したポル トガル交易者たちは,金 を入手するために最初 ポル トガルの布を,つ い

 で北 アフ リカか ら運んだ布を持 ちこんだが,こ の地方で はマ ンデ交易者が北方か らもた らす綿

 布 の方の評価 が高か ったため,つ いにはこの取 り引きを断念せざるをえな くな り,現 在のナイ

 ジェ リア,コ ンゴの土地 か ら奴隷を船で はこんで,そ れと交換に奴隷を入手するにいた った。

 この点については,[RoDNEY 1958:274;WILKs 1982:464-465]が くわ しい。また,西 ア フ

 リカの綿布は,西 アフ リカや北 アフ リカに広ま っていただけでな く,一 部 は ヨー ロッパ世界 に

 も輸 出されて いた[NlcoLAs l958:266-268;RoDNEy l980(1970):181-183]。 しか もこの

 布を織るのに用い られて いた足踏みペダル式の織機は,単 純な構造で はあ って もすで に完成 さ

 れた ものであり,図17が 示すよ うに産業革命以前 にはもっとも生産効率の良い ものの1つ であ

 った。 これ らの事実を考慮すれば,ア フ リカ諸社会の経済を 「略奪的」ない し 「停滞的」との

 み形容するのが危険であ ることは明 らかであろう。
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を独 占 して い る[HOLAS l957:69]。 そ の東 の モ シの 国に む か った 集 団 は ヤル シと

よ ば れ,や は り織 物 の技 術 を 最初 に こ の 国 に伝 え た と と もに,今 日まで その仕 事 に従

事 して い る[lzARD l971:219-220]。0方,ニ ジ ェ ール 川 か ら西 にむ か った人 び と

は ジ ャロ ンケ と 呼 ば れ,セ ネガ ン ビア に こ の 機 織 りの 技 術 を 伝 え た し[CURTIN

1971:235],西 南 の ギニ ア 山地 にむ か った 集 団 は マ リンケ や ジ ェ ラ と よばれ,ス ス,

コ ラ ンコ な どの 南 マ ンデ系 の社会 に は じめて この 技 術 を導 入 した[RODNEY 1975:

283]。

 か れ らは なぜ この よ うに して 織機 を もって 各 地 に移 動 した の で あ ろ うか 。 か れ らは

なぜ ジ ェ ンネ や トンブ ク トゥな どの都 市 で 織 った布 を,他 に 輸 出す る ことで 満足 しな

か っ たの で あ ろ うか。 お そ ら くそ こに は か れ らの戦 略 的 な選 択 が あ った よ うに 思 わ れ

る。1つ の 理 由 は,す で に見 た よ うに 前近 代 の社 会 で は輸 送 コス トが高 くつ くた め,

特定 の地 域 で 織 った品 物を 他 に 運 ぶ よ り,織 り手 みず か らが 移 動 した方 が安 くつ く と

い うこ とで あ る。 も う1つ の理 由 は,か れ らの活 動 が い くつ もの 民族 集 団 にま た が っ

て お こ なわ れ て い た た め,そ の 交 易 ル ー トはつ ね に分 断 され る危 険 性 に さ ら され て い

た こ とで あ る。 か れ らは お そ ら く金 や コー ラナ ッツを 手 にい れ るた め の武 器 に布 を活

用 したが,そ れ を遠 方 か ら運 ん で い た ので は入 手 で き な くな る可 能性 が あ った 。 そ こ

で か れ らみ ず か ら交 易 ル ー トの 最 前 線 に住 み こみ,そ こで 布 を 生 産す る ことで,商 品

とル ー トの 確保 を試 み た ので はな い だ ろ うか25)。

 イ ス ラ ム は衣 服 の着 用 を 要 求 す る文 化 で あ る と ころ か ら,西 ア フ リカ に お け るイ ス

ラム と衣 服 の 強 い 結 びつ き を 説 く研 究 者 は 多 い[MONTEIL l927:12;MAUNY

l961:245]。 そ れ は た しか に1つ の事 実 で あ ろ う。 しか し布 と衣 服 に た いす る嗜 好 が

イ ス ラ ムの 範 囲 を こえ て,広 い 地 域 で成 立 して い た の もま た事 実 な の で あ る。 た とえ

ば モ シ社 会 は,今 日に い た る まで イ ス ラム の影 響 の少 な い社 会 で あ り,王 は非 イス ラ

ム 的 な宗 教 体系 の頂 点 に位置 づ け られ て き た 。 しか しそ こで も王 の即 位 に さい して は,

この地 方 の イス ラム集 団 で あ る ヤル シが,白 い綿 の頭 巾 と衣 服 を王 に着 用 させ る ので

あ る[川 田 1981:39]。 同種 の 行為 は,モ シ の さ らに 南 部 の マ ンプル シ 社 会 で も

[LEVTZION l968:133],そ の西 に 位 置 す る シエ ラ レオ ネ の い くつ か の 非 イス ラム

25)こ のことは逆に,輸 送 コス トの低減 と交 易ル ー トの安全 が確保された時には,都 市における

 大規模な生産がお こなわれ うることを意味 している。すで に見たよ うに,マ リやガオの大帝国

 が成立 して広域の支配 がお こなわれた中世 の一時期には,ジ ェ ンネや トンブ クツーな どの大都

 市での綿布の生産は飛躍的に発 展 していた し,西 ア フリカの諸社会 が全 体 的な発 展を迎え,

 い くつ もの国家の成立 と交易の進展が見 られた19世 紀 には,ニ ジェール川流域やハ ウサ諸都市

 では奴隷を もちいた 大規模な綿花栽培 と綿工業 が お こって いたjROBERTS 1984:232-246;

 BARTH  1966(1866),1:510sp.]0
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社 会 で も[SKINNER 1978:61],報 告 され て い る。 そ の意 味 で,戦 略 的 な商 品 と して

これ を活 用 した マ ンデ 集 団 の 狙 い は,見 事 に的 中 した わ けで あ る。

5) 布の生産 とイス ラムの影響

 今まで見てきたところか ら,イ スラムが西アフリカの諸社会で織物の普及に大 きな

役割をはたして きたことは間違いない。そしてそれは2種 の意味においてであった。

まず,イ スラムは衣服の着用をその信徒にたいして求め,そ れをつうじてそれへの嗜

好がイスラムの範囲をこえて広まったことである。さらにイスラムは,前 章で見たよ

うにそれにしたがう交易者集団を育成 し,伝 統的な民族宗教では与えることのできな

い広い枠組みを用意することで,か れ らの活動を容易にしたことである。機織りの技

術を手にしたかれらは,言 語も慣習も異なる人びとのあいだに容易にはいってい くこ

とができたのであり,そ れをつうじて西アフリカの多 くの社会にさまざまな影響をも

たらしたのであ った26)。

 一方,外 部の勢力としてのイスラムの影響はどうであったか。衣服にたいする嗜好

がまずイスラムに結びついていた以上,そ れをもたらした北アフリカのイスラム勢力

の影響は大 きかったというべきであろう。また,イ スラム以前か以後かを決定するこ

とが今の段階では不可能であるとしても,西 アフリカへの綿花と足踏みペダル式織機

の導入が北アフリカを経由 していたことはほぼ確実であり,こ の点においても北アフ

リカの影響は決定的であったと思われる。 おそ らく西アフリカは 北アフリカーイスラ

ム文化を経由 して衣服の嗜好とその製作の技術を受けとったのであり,そ れをつうじ

て精神文化と物質文化の2つ の形式の大きな変革を実現したのである。

4.し ば り舟 と く りぬ き舟

1) 西アフ リカの舟の種類

 西 ア フ リカ に は さ ま ざ ま な タ イ プ の舟 が 存 在 して い た。中 世 か ら近 世 に か け て この

地 を お とず れ た ア ラブ や ポ ル トガル の 旅 行 家 ・交 易者 の記 録 や,近 世 に な って か らの

ヨー ロ ッパ の 探 検 家 や植 民 地 の記 録 は,そ の くわ しい 記述 を今 に伝 え て い る。

 西 ア フ リカの 舟 に つ い て の 最初 の記 述 は,12世 紀 の もの で あ る。 ガ ーナ帝 国 につ い

26)イ スラム交易者た ちは,布 を織 る技術を もた らしただけでな く,他 の手工業の発展に も大 き

 く貢献 した。とくにかれ らは西アフ リカの広い範囲に,鍛 治や土器作 り,金 属加工・金山の開発 

等 の手工業をもた らした とともに,そ の育成をお こな った。 この点 については,【竹 沢 1988:

 25]を 見 よ。
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て の記述 の な かで ア ル ・イ ド リー シー(al-Idrisi)は,ナ イル 川(ニ ジ ェ ール川 の こ

と)の 流 域 で は漁 や移 動 の た め に 「堅 固 に作 っ た舟」 を 用 い て い る と 書 い て い る が

[Cuo2 1975:134],こ れ は しば り舟 の こ とを さ して い るよ うに 思 わ れ る2?》。 つ い

で14世 紀 に な ると,イ ブ ン ・バ ツ ー タ の記 録 が あ らわ れ る。 か れ はマ リ帝 国 の首 都 を

訪 れ た の ちに,北 ア フ リカ に戻 る途 中で トン ブ ク ッー か らガ オ まで 舟 に の って い るが,

それ は 「一 片 の木 を くりぬ い た小 さ な舟 」 で あ った[1975:315]。

 ヨー ロ ッパ 人 の ア フ リカ経 営 の本 格 化 す る19世 紀 に な る と,さ ま ざ ま な舟 につ いて

の よ り くわ しい記 述 が あ らわ れ て く る。18世 紀 末 に セ グ ー王 国 の 首 都 を お とず れ たマ

ンゴ ・パ ー ク は,ニ ジ ェー ル 川 を往 来 す る大 量 の く りぬ き船 を 見 て い るが,そ の なか

の あ る もの は 「くりぬ い た2本 の大 木 を縦 に長 く結 びあ わ せ た もの 」 で あ った[パ ー

ク 1978(1907):191]。 ま た,ヨ ー ロ ッパ 人 と して は じあ て トンブ ク トゥ を お とず れ

て 生 還 した ル ネ ・カ イ エ は,ジ ェ ンネ か ら トンブ ク ッー まで 舟 に ゆ られ て い るが,そ

れ は 「現 地 の縄 で 板 を 結 び あ わ せ て つ くった しば り舟 」 で あ り,そ の うちの1つ は長

さ30メ ー トル,幅4メ ー トル,高 さ2メ ー トル とい う大 きな も ので,米 や 布,コ ー ラ

ナ ッッな どの 積 み荷 の ほか に,4,50人 の奴 隷 を は こん で い た[CAILLIE 1979(1828),

II:i71]。 一 方,フ ラ ンス の軍 人 で あ った バ ンジ ェ ー ル が コ ー ト ・デ ィ ボ ワ ール で見

たの は,細 枝 で 作 った枠 の うえ に 皮 を 張 った 小 さな 舟 で あ った し[BINGER l980

(1892)II:81],舟 を 作 るた めの木 の ほ と ん ど な い チ ャ ド湖 で は,今 日 にい た るま でパ

図18チ ャ ド湖 のパ ピル ス舟[BLAGHE et MIToN 1963:115]

27)こ の 記 述 が しば り舟 を さ して い る の は,本 当 ら し く思 わ れ る。 と い うの は,16世 紀 の ポ ル ト

 ガ ル人 交 易者 フ ェル ナ ンデ スは,サ ハ ラ砂 漠 の モ ール人 の も とで しば り舟 を 見て い るか らで あ

 る。 そ れ は1枚 の 底 板 の上 に2枚 の側 板 を 綱 で結 び つ け,さ らに前 と後 ろ に2枚 の板 を ゆ わ え

 て作 った もの であ った[FERNANDEs 1938(1506-07):117]。 この タ イプ の しば り舟 は18世 紀

 にな って もセ ネガ ル 川流 域 で も ちい られ て い た こ とが,当 時 の フ ラ ンス人 植 民者 によ って報 告

 され て い る[LABAT1728, I I:84(Fernandes 1938の 訳 者 の 引用 によ る1938:170)]。
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ピル ス で つ くった舟 が見 られ るの で あ る[BLAcHE et MiToN 1963:120](図18)。

 これ らの舟 の うち,植 民 地以 前 の西 ア フ リカ で も っと もよ く用 い られ て いた の は,

他 の 前 近代 社会 ど うよ う くりぬ き舟 で あ った 。15世 紀 以 降,西 ア フ リカ沿 岸 地 帯 に

や って きた ポル トガ ル 交易 者 が各 地 で 見 た の は これ で あ り,そ の な か に は120人 もの

人 間 を 同時 に 運 ぶ こ とが で き るほ ど 大 型 の もの も あ った[FERNANDEs 1951:29,

95]28)。 しか し くりぬ き舟 は,も と も と1本 の木 を く りぬ い て 作 る以 上,そ の大 き さ

に は制約 が あ る。 大 量 の 物資 の輸 送 を 必 要 と して い た ニ ジ ェ ール 川 中流 域 で 好 ん で も

ちい られ た の は,板 を 紐 で しば って作 った しば り舟 で あ った。

2) しば り舟の製法

 ニ ジ ェール 川 の 中流 域 で もち い られ て いた しば り舟 に は,2つ の 種類 が あ る。 鉄 を

ま った くも ちいず,全 て の板 を紐 で 縫 い あ わ せ た タ イ プの しば り舟 と(図19),板 を 鉄

の か す が いで と めて作 った前 後2つ の 部 分 を,紐 で しば って作 るタ イ プ の もの で あ る

図19ガ オ型 の しば り舟[PIToT et DAGET l 948:pl・II]

28)FERNANDEsの ほ か に も,16,17世 紀 の多 くの ヨ・一一ロ ッパ人 交 易 者 が大 型 の く りぬ き 舟 に つ

 いて 書 い て い る。PAcHEco・PEREIRAが ナ イ ジ ェ リア東 南部 で 見 た の は一 度 に80入 を運 べ る く

 りぬ き舟 で あ った し[PAcHEco PEREIRA 1956(1506-08):147],ガ ンビ ア川でGoMEsが 見 た

 の は38人 ず つ の戦 士 の の った2隻 の 戦 闘 用 め くりぬ き舟 で あ った[GoMEs l959(15c末):46]。

 さ らに現 在 の ガ ー ナの地 で オ ラ ンダ 人DE MAREESの 見 た舟 は,帆 をか け て外 洋 を 自 由 に 航

 行 す る こ とので き る10メ ー トル 以 上 の 長 さ の 大 型 の くりぬ き舟 で あ った[DE MARmas l987

 (1602):118]。 ヨー ロ ッパ人 の 手 で これ ま で に報 告 され た く りぬ き舟 の う ち も っ と も大 きな も

 の は,ニ ジ ェール 川河 口で 観 察 され た 長 さ24メ ー トル の もの で,100人 以上 の人 間 を運 ぶ こ と

 がで きた とされ て い る[SMITH 1970:518]。 一 方 ニ ジ ェール 川 中流 域 で は,大 木 が少 な い と こ

 ろか ら,く りぬ き舟 を2つ つ な げた もの や しば り舟 が好 ん で 用 い られ て い た。19世 紀 に セ グ ー

 の地 を 支 配 した フ ラ ンス のMAGEは,長 さ10メ ー トルの く りぬ き舟 を縦 に2つ 結 ん だ大 きな

 舟を 見 て い る し[MAGE 1980(1868): 80],お な じ く19世 紀 の ル ネ ・カ イ ェの の った しば り舟

 は長 さが30メ ー トル もあ る巨大 な もの で あ った[GAILLrE 1980(1828):171]。 ま た20世 紀 の

 初 めに ジ ェ ンネの 植民 地 執 政官 で あ った モ ンテ イユ は,ガ オ帝 国 の時 代 に もちい られて いた と

 され る伝 説 的 な しば り舟 につ いて 書 い て い る が,そ れ は1度 に6000本 の塩 の板(約180ト ン)

 を運 ぶ こ との で き る巨大 な舟 で あ った[MoNEIL 1971(1932):247]。

576



竹沢 イス ラムと西 アフ リカの物 質文 化

       図20ジ ェ ン ネ 型 の 舟

かすがいで止めて作 った前後2つ の部分を紐 で しば りあげた もの

[PIToT ET DAGET 1948:pL II]

(図20)。 この 地 方 の 舟 に つ いて ほ とん ど唯 一 の 研 究 をあ らわ した ピ トとダ ジ ェは,前

者 を ガオ 型,後 者 を ジ ェ ンネ型 と呼 んで 区 別 して い る[PIToT ct DAGET 1948:19-

23]。 後者 の タ イ プ の舟 は,ジ ェ ンネ付 近 の ボ ゾが 発 明 した もの といわ れ[MONTEIL

1971(1932):246],内 陸 三 角洲 で 見 られ る舟 は今 で は すべ て が この タ イ プ にな って

い る。 も う1つ のガ オ 型 の しば り舟 は,デ ポ湖 よ り下 流 で は今 で も存在 す る こ とは す

るが,そ の数 は わず か で しか な い。 そ れ ゆ え以 下 に ジェ ンネ型 の しば り舟 の製 法 に つ

い て見 て い くこ とに した い。

写 真5 舟 の 作業 場(Diafarab6村 198 U l・8)
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表3 しば り舟 の 幅 と 長 さ,積 載 量

幅 長 さ [積 載 量 1費 用

2 足 23×2 足 t 千CFA

2.5 30×2 0.8 125

3 35×2 2 150

3.5 40×2 3 175

4 50×2 48
 ,

250

5 60×2 10 350

6 68×2 20 550

7 80×2 34 1,000

8 87×2 45 1,250

9 92×2 80 2,000

10 100×2 3,500

11 105×2 5,000

12 110×2 120 8,000

(1985年Nouh村 で の 調査)

 ニ ジ ェ ール 川 沿 い の 漁 民 の村 を訪 れ る と,た い て い川 辺 りに よ しず 掛 け の小 屋 が 立

て られ て あ り,中 で舟 を作 って い る のを見 る こと がで き る。 か れ らの 中 に は舟 大 工 と

称 す る こ との で きる専 業 的 な技 術 者 もい れ ば,ふ だ ん は漁 を して,漁 の な い と きだ け

舟 を 作 る者 もい る。 舟 の材 料 と な るよ うな大 き な板 は この 地方 に は あ ま り存 在 しな い

ので,南 の コー ド ・デ ィ ボ ワ ール か ら運 ば れ て くる もの が 用 い られ て い る。 板 の手 配

は一 般 に舟 大 工 の仕 事 で あ るが,な か に は依 頼 者 自身 が板 を もち こん で,請 負 で舟 が

作 られ る こ と もあ る。

 注 文 が入 る と,地 面 の上 に直 接 設 計 図 が描 かれ,そ の 上 に板 が並 べ られ て い く。 舟

の 形 や大 き さ に は村 ご との 傾 向 が あ り,長 さ と幅 の割 合 は村 ごと に定 め られ て い る。

この 地方 に は長 さ を はか る計 測 器 が 存 在 しな いの で,英 語 の フ ィー トと 同 じよ うに 長

さは すべ て 足 の裏 で 計 られ,1足 分 を基 礎 と して,2足 分,3足 分 と数 え て られ い く。

内 陸三 角 洲 の造 船 の 中心 地 の1つ で あ る ヌー村 の 場 合,最 小 の 舟 は幅2足 分,長 さ

22-23足 分 と定 め られ て お り,こ れを 前 後 に2つ つ なげ た もの が全 体 の大 きさ で あ る。

舟 は幅 で2足 半,3足 と大 き くな って い き,最 大 で 幅12足,長 さ80足,高 さ8足 の 舟

に な る。 この 大 き さは 船 底 の そ れ で あ る た め,舟 の 甲板 の部 分 の 大 き さ は これ よ り2

割 程 度 大 き くな る。1足 を30セ ンチ メ ー トル と して計 算 した場 合,こ の 地 方 最大 の 舟

で,甲 板 の 部 分 の 長 さ60メ ー トル,幅4.5メ ー トル,高 さ2.・5メー トル とい う大 きな も

の にな るわ けで あ る(表3)。

 板 が 十 分 集 ま った こ とが確 認 さ れ れば,い よ い よ製 作 が 開始 され る。2つ の部 分 の
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写真6 舟 を作 る ため の 道具 手 斧 と錐(Diafarab6村 1981.11,8)

うちまず最初に前半分が作 られるが,そ れは舟のうち前の部分がもっとも重要であ り,

またそれを作るのが難 しいので,そ れから作られる'のである。舳先用に木をくり抜い

たものに底板をはりあわせ,つ いで側板がはられていく。これにもちいられる道具は

手斧ときりだけである。モプチやヌーといった造船の中心地では,近 年になって鋸も

もちいられるようになってきたが,そ れ以外の村ではむしろ例外的である。2枚 の板

はできるだけ接合面が大きくなるように斜めに削られ,物 差 しも鋸 ももちいずに真 っ

直 ぐに削っていく技術はまった く見事である。

 2枚 の板がきっちり噛みあっていることが確かめられれば,つ ぎはかすがいでとめ

合わされる。作業所の近 くに火をおこしてきりを真っ赤に熱 し,噛 み合わせた2枚 の

板にこれを押 しあてて穴をあける。ついで板と板のあいだに,水 が入 らないようにカ

リテの油にバオバブの粉末をまぜた詰め物を厚 くぬって,内 側からかすがいを通 して

これをしっかり固定するのである。

 こうした作業をくりかえして前後同型のものが2つ で きあがると,い よいよ両者が

結びあわされる。 このためにもちいられる縄 は,現 地で栽 培 されるダー(HibiSCSts

cannabinus)の 繊維から作 ったものである。2つ の部分の接合面から10 crnほ どの所

にきりをもちいて一列に穴があけられると,両 者が擦れあわないように間に詰め物を

して縄で結びあわされる。それがおわると,舟 の全面にカリテの油に炭の粉を溶いた

ものを塗って板の腐敗を防止する。そして最後に,舟 の舳先の部分にさまざまな模様
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写真7 舟の舳先に描かれた模様。大型 の笙を もちいた ジェネ

   漁(Mudu村1986.ILI5)

が描 か れ て 完 成 とな るので あ る。

 舟 を作 るの は この地 方 の先 住 民 族 で あ るボ ゾの仕 事 で あ る。 この地 方 に は,専 業 的

な漁 携 民 と して か れ らの ほか に,か つ て のバ ンバ ラ王 国の 漁 業 と水 上 運 搬 の 「カー

ス ト民 」 で あ っ た ソモ ノ が存 在 す るが,舟 を 作 る こ とが で きるの は ボゾ だ け で あ る

[PA2uEs 1954:96;JEAY l980:18]。 そ う した規 定 に,こ の 地方 の水 域 の 真 の所

有 者 とみ な さ れて い る 「水 の精 霊 」 に た いす る信 仰 が作 用 して い る こ と は 間 違 い な

い29)。 ま た舟 の舳 先 に模 様 を 描 くの も 舟 大 工 の仕 事 で あ るが,そ の意 味 は今 日 に伝

え られ て い な い。 しか し植 民 地 時代 の研 究 を見 る と,そ の意 味 内容 に つ いて 世 界 の創

造 や 「水 の 精 霊」 との結 び つ きが 指摘 され て お り[GRIAuLE et DIETERLEN l949:

211-212],日 本 に おけ る 「舟 魂 さ ま」 の 信仰 の よ うな ものが か つ て は 存 在 し て い た

の か も しれ な い。

3) しば り舟の起源

 こ う した 種 類 の舟 は いつ 頃,ど の よ うに して作 りは じめ られ た ので あ ろ うか 。鉄 の

か す が い を もち い た舟 につ い て い え ば,19世 紀 前半 以 前 に さか の ぼ らな い こ とは 確実

で あ る。 とい うの も,1833年 に ジ ェ ンネ か ら トンブ クッ ー まで舟 旅 を した カ イ エ は,

ニ ジェ ール 川 に浮 か ぶ い くそ う もの しば り舟 を 見 て お り,そ の な か の もの は 長 さ30メ

29)ボ ゾの 「水 の精霊」 については[竹 沢 1988:874 sq・]を見よ。
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図21KotokGの しば り舟(チ ャ ド共 和 国)[BLAcHE・ET・MIToN l963:78]

一 トル に お よ ぶ大 きな もの で あ っ たが,「(こ の地 方 の)人 び と は,舟 を作 る のに 鉄 を も

ち い る習慣 が な い」 とは っき り書 い て い るか らで あ る[CAILLIE l 979(1828):171]。

 一方,鉄 を ま った くもち い ず,す べ て を縄 で しば った いわ ゆ るガ オ型 の舟 の 方 は ど

うで あ ろ うか。 こ の タ イプ の舟 が報 告 され て い るの は,西 ア フ リカで は こ の ニ ジ ェー

ル 川 中流域 の ほか に,先 に 見 た セ ネ ガル 川 流 域,そ して チ ャ ド湖 南 部 の,か つて コ ト

コ王 国 の栄 え た チ ャ リ川 流域 で あ る[BLAcHE et MiToN 1962:59,78](図21)。 こ

れ らの 土 地 は い ず れ もサ ハ ラ砂 漠 に接 す る箇 所 で あ り,西 ア フ リカの うちで も も っと

も強 く北 ア フ リカ文 化 の影 響 を 受 け た土 地 で あ る。 そ うで あれ ば,鉄 を もち い な いで

板 を縄 で しば って舟 を作 る とい う技 術 は,北 ア フ リカ か らイ ス ラ ム勢 力 の 手 を へ て西

ア フ リカに導 入 され た ので あ ろ うか。

 性 急 な 結論 を くだ す前 に,立 ち止 ま って 考 え る こ とが必 要 で あ る。 この タ イ プの舟

を 必 要 とす る条件 は何 で あろ うか。 そ こに は2つ の 条 件 が あ ると思 わ れ る。1つ は,

大 型 の く りぬ き舟 を作 るのに 必 要 な 大木 が 存 在 しな い こ とで あ り,も う1つ は,に も

か かわ らず 政 治 ・経済 的 な理 由に よ り大 型 の舟 に たい す る需 要 が あ る こ とで あ る。

 西 ア フ リカ の う ちで も巨木 の茂 る森 林 地 帯 に は こ のタ イ プ の舟 は存 在 せ ず,く りぬ

き舟 が 主 流 を 占あ て い た。 そ の なか に は,す で に 見 た よ うに100人 あ ま りの 人 間 を 一

度 に運 べ る も の も あ った し,そ れ で もな お小 さ く感 じられ た と きに は,セ グ ーの 舟 の

よ うに2つ の く りぬ き舟 を縦 に長 くつ な げ て使 うこ と もで きた 。 これ に た い し,サ ハ

ラ砂漠 に接 す るニ ジ ェ ール川 中流 域 や チ ャ ド湖 付 近 で は木 が 不足 して お り,大 型 の舟

を作 る こ とは きわ めて 困難 だ ったの で あ る。

 しか しそ の一 方 で,こ れ らの地 域 は北 の砂 漠 と南 のサ バ ンナ の 接 す る地 点 に あ た り,
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図22チ ャ ド湖 南 部 で ハ ウサの 用 い る準 構 造船[BLAcHE・et・MiToN l963:120】

両者 の あ い だ の交 易 を軸 と して,古 くか ら強大 な 国家 や,ト ン ブ ク トゥに代 表 され る

大 都 市 が成 立 して い た。 な かで も これ らの都 市 は砂漠 か そ れ に近 い土 地 に成 立 して い

た た め,穀 物 を は じめ とす る大 量 の 生 活 物質 を他 の 土 地 か ら運 んで くる必要 が あ った。

砂 漠 の 中 にあ る トンブ ク トゥの繁 栄 が,南 の ジ ェ ンネ を 中心 に した 内陸 三角 洲 とい う

穀 倉 地 帯 に支 え られ て い た よ うに[TARIKH肌 一FETTAcH 22-25],セ ネガ ル 川流 域

に きず か れ た16世 紀 以 降 の ワ ア ロ王 国 も舟 で 大 規模 に塩 や穀 物 の取 りひ きを お こな っ

て お り[BARRY l985(1972):60,103],「 農 業 の困 難 で あ った 」 チ ャ ド湖 畔 に栄 え

た ポル ノ王 国 もそ うだ った の で あ る[URvoY l 949:45]30}。

 こ こで 興 味 深 い事 実 は,チ ャ ド湖 お よ び その 南 部 の地 域 で,パ ピル ス舟 か ら く りぬ

き舟,く りぬ き舟 の両 側 に 側 板 を は った準 構 造 舟(図22),そ して 全 体 を綱 で しば った

しば り舟(図21)ま で が そ ろ って 見 られ る こ と で あ る[BLAcHE et MIToN l963:

59,ll5,120]。 一 方 ニ ジェ ール 川 流 域 で は,こ れ ほ ど徹 底 した発展 の あ とを見 る こ と

はで きな い が,く りぬ き舟,く りぬ き舟 を2つ つ な げ た もの,そ して しば り舟 とい う

発 展 を推 測 す る こ と は可 能 で あ る。 これ らの事 実 は,北 ア フ リカ の影 響 な しで,西 ア

フ リカ で独 自 に しば り舟 が 開 発 され た こ との 可 能性 を十 分 に 示 して い る といえ よ う。

4)歴 史のなかの しば り舟

 西 ア フ リカの 歴 史 の な かで しば り舟 が も っと も重要 な 役割 を に な ったの は,ニ ジ ェ

ー ル川 中流 域 を おい て な い
。 その 舟 は,ジ ェ ンネ とい う後背 地 に さ さえ られ た 砂漠 の

交 易 都 市 トンブ ク トゥの繁 栄 を保 障 して い た し,ま た軍 隊 の移 動 や通 信 の迅 速 を可 能

に す る こ とで,マ リや ガ オ等 の大 帝 国 の 政 治支 配 を 容易 に した の で あ った。

 大 帝 国 の 時 代 の トン ブ ク ツ ー の 繁栄 に つ い て は,さ ま ざ ま な 記 録 が 証 言 して い る。

30)チ ャ ド湖付近の交易にしば り舟が用い られていたかどうかについては,記 録を入手 していな

 い。 ただ,チ ャ ド湖付近 に10世紀 か ら覇権をひろげたボルノーカネム帝 国において,塩 とチ ャ

 ド湖でとれる干 し魚 の交易はたいそ う盛んであ った こと,そ してチャ ド湖付近で は耕作 がほ と

 ん ど不 可 能 であ ったため,食 糧はより南 部 の地 か らはこばれていた ことは 明 記 されて い る

 [URVOY 1949:34]。 しば り舟 がこれ らの物資の輸送に もちい られていた可能性 は,十 分にあ

 ったのである。
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「(1591年 の)モ ロ ッコ軍 の遠 征 の 前夜,ト ンブ ク トゥは そ の 美 と栄 光 の頂 点 に た っ し

て い た。 宗 教 は この地 に花 開 き,預 言 者 の 伝 統 は,宗 教 的 な 領域 で あれ 世俗 的 な領 域

で あ れ,あ らゆ る もの に生 命 を与 えて い た 。 そ れ は驚 くべ き ことで あ る。 なぜ な らこ

の2つ の 領 域 は,定 義 か らい って も 重 な る こ とは な い か らで あ る」 [TARIKH肌 一

FETTACH:312]。

 この 表 現 は誇 張 で は なか った。 トンブ ク トゥの 町 に は,そ れ ぞ れ50か ら100人 の 徒 弟

をか か え た機 織 り師 の作 業 場 が26あ った し[ibid.:315],コ ー ラ ンの読 み 書 き を 数 え

る学 校 も150を 数 え て い た[ibid・:315]。 こ の町 を 訪 れ る外 国 人 交易 者 は,「フ ェス や モ

ロ ッコ か らだ けで な く,カ イ ロ か ら もた くさん 来 て い た」 し[LANGE et BERTHOUD

l972:327-329],か れ らの 運 んで くる商 品,と くに 布 や 絹,貝,銀 に た いす る需 要

は多 くあ り[ibid.:329],「 ヨー ロ ッパ の布 も多 数 売 られ 」 て い た[LﾉON L'AFRIcAIN

l956:467]。 そ の おか げ で,「 この町 の 外 国人 商 人 は とて も豊 かだ った 」 の で あ る

[ibid.:467]o

 こ う した トン ブ クツ ー の繁 栄 を 支 え て い た の は,後 背 地 と して の ジェ ンネ お よ び ニ

ジェ ール 川 内 陸三 角 洲 の 存 在 で あ った。 と い うの も,16世 紀 に トンブ ク ッー を訪 れ た

レオ ・ア フ リカ ヌス が 言 明 して い る よ うに,「 トンブ ク ツ0に は穀 物や 家 畜 は じつ に た

くさん あ るが …… その 周 りに は1つ の畑 も果 樹 園 も見 あ た らな い」[1.餔N L'AFRICAIN

l956:468-469]か らで あ る。そ こで この町 を維 持 す る た めに は,そ の 住人 の生 活 に必

要 な生 活 物 資 を他 か らは こん で くる必 要 が あ った 。それ に用 い られ た の が,レ オ ・ア フ

リカ ヌス は じめ多 くの 外 国 人旅 行 者 も書 い て い る よ うに,ニ ジェ ール 川 の多 くの舟 だ

った ので あ る31》[五EoN L'AFRIcAIN l956:465;DE LA RONCIIﾈRE l925:155;

FERNANDES l938:85]。

 ジ ェ ンネ と トンブ ク トゥの関 係 に つ い て,ト ンブ ク トゥで 書 か れ た歴 史 書 のつ ぎの

0節 ほ ど適 確 に 表 現 した もの は ない で あ ろ う
。

  「ジェンネはイス ラム世界のなかで もっとも大 きな市場の1つ である。そこで は,テ ガザの

  塩山か らきた商人 と,ビ トゥの鉱山か ら金を運んできた商人 とが顔を合わせ る。 この2つ の

  素晴 らしい鉱山は世界に類を見ない ものであ る。 ここで商売をする人間は大 きな利益を得る

  ことがで きるが,そ の儲けの大 きさといった ら神様 だけが御存 じだろう。rン ブ ク トゥの町

31)こ れ らの記録は曖昧 さをふ くんでお り,当 時 もちい られていたのが くりぬ き舟であったのか,

 それ とも しばり舟 であ ったのか,明 確に す ることは 困難で あ る。 ただ,ジ ェノヴ ァの 商人

 MALFANTEは 船(barchas)と 書いており[DE LA RONCIﾉRE l925:155],ト ンブクツーで作

 られた歴史書 も,く りぬき舟 と運搬用の大型船 とを区別 して書 いている[TARIKH EレFETTACH:

 270]。 ここか ら,こ の時代 にすでに しばり舟が存在 していたと考え ることは十分可能であると

 思われ る。
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に,東 か らも西 か ら も,北 か ら も南 か ら も,あ らゆ る方 向 か らキ ャラバ ンが や って くるの は,

神 に祝 福 され た この ジ ェン ネの 町 の お かげ な ので あ る」 〔TARIKH ES-SOL」DAN:22-23]。

 この よ うに ニ ジ ェ ール 川 の舟 は生 活 物資 の輸 送 に大 きな 役割 を はた して い た が,そ

れ だ けで な く,政 治 的 お よび 軍事 的 な支 配 の確 立 の た め に も大 き く貢 献 して いた。 と

くに ガ オ帝 国 の時 代 に,各 地 に あ った王 の領 地 か ら税 を は こぶ の は こ の舟 で あ り,ガ

オ の港 に は常 時 運 搬 用 の大 型 舟400隻 と王 直 属 の 舟1000隻,そ の ほか に漁 や交 易 用 の

舟 が700隻 あ った とい わ れ て い る[TARIKH EL-FETTACH:270]。 しか も その う ちの あ

る もの は,500キ ロ メ ー トル 離 れ た ジェ ンネ と トンブ ク ッ ーの あ いだ を4日 で 結 ぶ な

ど,緊 急 の連 絡 用 に も用 い られ て い た ので あ る[TARIKH ES-SOUDAN:392-393]。

 これ らの舟 は,ど う じに軍 事 的 目的 に も もちい られ て い た 。 ガオ帝 国 の 「奴 隷 部

族 」 の1つ で あ った ゼ ン ジは,戦 時 に は王 の軍 隊 と兵 糧 を は こぶ義 務 を お って い た し

[TARIKH肌 一FETTACH:llO],か れ らを ひ きい る船 隊 の 長 は,王 直 属 の将 軍 の1人 に

数 え られ て いた[ibid.:89,209]。 ま た,ガ オ の王 が砂 漠 の 中に あ るワ ラタ の 町 を攻 撃

す るの に,400キ ロ メ ー トル 離 れ た ニ ジ ェ ール川 か ら 運 河 を ひ こ う と した と い う エ ピ

ソ ー ドが示 す よ うに[ibid.:114-115],ガ オ帝 国 の重 要 な戦 争 はすべ て ニ ジ ェー ル 川

沿 い で お こ なわ れ て お り,そ の 領 地 もニ ジェ ール 川 に そ って広 が って い た[TYMOWSKI

l967:85]。

 この よ うに して ニ ジ ェ ール川 の舟(お そ ら く しば り舟)は,中 世 の西 ア フ リカ に お

いて も っ と も繁 栄 と集 権 化 を 実 現 した ガ オ帝 国 の,政 治 と経 済 を 支 え る重 要 な柱 の1

つ にな って い た ので あ る。

5) イス ラムの影 響

 わたしたちが見てきたように,西 アフリカのしば り舟が,古 くから存在 していたく

りぬき舟から準構造船をへて発達 してきたものであるとすれば,イ スラムの直接的影

響を考える必要はない。しかししば り舟を必要とした論理の成立  大木の少ない地

方に,大 量の物資の輸送を必要とする政治 ・経済的体制が確立 したこと  において

は,イ スラムの影響は決定的であった。というのも,こ れまでに報告されたしばり舟

の存在は,ニ ジェール川中流域やセネガル川流域,チ ャド湖湖畔にかぎられているが,

それらはいずれも北アフリカとの交易で栄えた土地であり,そ れを基礎に都市や大帝

国の成立を見たのであった。そしてイスラムは,こ れ らの都市や大帝国の建設に決定

的な役割をはたしていたからである。
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結 論

 わたしたちはこの研究を2つ の観点からおこなってきた。西アフ リカの物質文化に

たいするイスラムの影響 と,歴 史資料としての物質文化の可能性である。 したがって

結論も,こ の2つ の観点から論 じていくことにしたい。

 まずイスラムの影響について。わたしたちがここで取 りあげた4つ の項目一 稲そ

の他の栽培作物 コーラナッツ,綿 と毛の布,し ばり舟一 の うち,布 を織る技術を

のぞいては,イ スラムのはたした役割はむしろ二次的なものにすぎなかった。イスラ

ムは直接それらの技術をもたらしたわけではなく,す でに西アフリカに存在 していた

それらの技術や事項の,伝 達と拡散の役割に終始 したように思われるのである。

 そうしたことは,お そらく西アフ リカの物質文化が,栽 培作物についてもその他の

技術についても,イ スラムの浸透以前にすでにかなりの成熟をもって成立していたた

めである。その結果,イ スラムが10世紀以降にこの地に伝えられたとき,そ れは技術

革新の大 きな要素となることはで きず,む しろすでにあった技術の発展と拡散のため

の一種の触媒として作用するにとどまったのである。(た だ足踏み式織機とその素材

としての綿花や羊毛については,そ の導入がイスラムの影響の開始と前後しているの

は事実である。現時点ではイスラム以前であるとも,以 後であるとも確証することは

できないのである)。

 しかし他方で,西 アフリカの文化受容の否定的側面もまた認識すべきであろう。つ

まり,当 時もっとも先進的であったイス ラムの物質文化を部分的にしか受容 しなか っ

たということであり,そ して16世紀の トンブク トゥやガオ帝国に花開いた西アフリカ

文化の精髄が,そ の後ほとんど発展 らしい発展を見なかったということである。ここ

でわたしたちが取 りあげたいくつかの物質文化と,そ れをふくめた社会的 ・経済的な

諸制度は,15-16世 紀のニジェール川中流域にすべて出そろったのち,19世 紀の一連

のジハー ド国家の成立まで長い停滞の時期を経験したようである。もちろんそこには,

サバ ンナから森林地帯に向かう拡大の流れは存在していた。しかしそれは量的な拡大

であって,質 的な発展であったとは思われないのである。

 そうしたことには,モ ロッコ軍によるガオ帝国の壊滅と,サ ハラの乾燥化にともな

うサハラ遊牧民の南下,そ してヨーロッパ勢力の奴隷貿易がもたらした人 口停滞等の

外的要因が作用していたことは疑いない。しかしそれだけでなく,西 アフリカの諸社

会の側にも順調な発展を阻害 した(あ るいは発展を必要としなかった)諸 要因はおそ

らく存在していたのである。わたしたちはそれを見きわめることによって,社 会的お
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ワタ,コ ーラナ ッツの名称 の比較

 Wolof  I  Jola  I  Furbe  I  Bambara  Sonrai  I  Mossi  Ashanti  I  Hausa Yoruba

rice
 (0  c?)

malo emano malo  malo  MOO malo  Milli
sinkafa
moo

sinekafa

coton

 (8  c?)
 wuten buhul

hotollo
kotollal

 keori haabu lamdo  asAwa
awudga
kuda

 efewit
owu

kola
 (11  c?)

guro guru
goro
woro

goro
woro goro gure bese goro o—bi

稲 に つ い て は[PoRT EREs 1959:189-233],コ ー ラ ナ ッ ツ に つ い て は 【LovEJoy l 980:97-

134],綿 に つ い て は[RAMBAuD l903:65;WINTz l909:27;LABouRET l 955:82;

BAILLEuL 1981:114;HAcguARD&Dupuis l 897:217;ALExANDRE l955:260; BAs1L

MIssloNARY SoclETY l 973(1909):47;GHuRcH MIssloNARY Soc1ETY 1972(1950):43]

よび経済的な発展と 「停滞」の諸条件についてより深い理解を得ることができるよう

になるであろう。

 もう一つ,歴 史資料 としての物質文化の可能性について。わたしたちがここで取り

あげた4つ の項目のうち,し ばり舟をのぞ く3つ については,そ の名称の分布をある

程度明確にたどることができる(表4)。 この表と図5,図10に もとついて,そ れぞれ

の社会における名称を比較 してみると,こ れらの項目が拡散していった時代と状況に

ついて概観を得ることができると思われる。

 わたしたちは先に,グ ラベ リマ稲の栽培化の時期を紀元前後,繊 維をとるためのワ

タと足踏み式織機の導入を8世 紀前後,そ してサバンナ地帯におけるコーラナッツの

商品化の時期を11世紀から14世紀のあいだにおいた。この推定年代とこれらの項目の

名称の分布とを比較 してみると,興 味深いのは,た とえば歴史的に稲作が大 きなウエ

イ トを占めたことが明らかであるソンライ社会へのその導入が,比 較的のちの時代に

属すると思われることである。ソンライの伝承によれば,そ の先祖は東の土地からき

たとされており,そ のことはナイロー ト系に属するかれ らの言語によって証明されて

いる。おそらくかれらはそれまで稲作を知っていなかったが,ニ ジェール川流域にた

っするとどうじに先進のマンデか らこれを受けとって,そ の栽培に熱心になるととも

に民族的発展の契機としたのであろう。そしてそれが,の ちに西アフ リカの歴史上も

っとも広大な地域を支配 し,も っとも集権的な政治制度を実現 したガオ帝国の成立の

ための布石 となったのである。

 またこの表からうかがえるのは,西 アフリカの歴史においてマンデ系社会のはたし

た役割の大 きさである。それは,そ れまでのアフリカの農業水準をおそらくこえてい

た稲作の技術を他に伝えただけでなく,す ぐれた交易品としてのコーラナ ッツの商品

化をはたし,そ してイスラムの要請をみたす機織り技術の拡散など,さ まざまな点に
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おいて西アフリカの諸社会の歴史的成熟のための重大な要因となった。その意味で,

マンデ系社会を看過 しては西アフリカの歴史を考えることはできないといっても過言

ではないだろう。

 ただここでは深 く考察することがで きなかったが,稲 とコーラナッツの名称がか く

も広範囲に共通 しているのにくらべ ると,ワ タの名称に際だった差異が存在すること

は1つ の謎 として残る。 しかもその名称は,古 くから食用に用いられていたと思われ

る熱帯雨林地帯だけでなく,イ スラム世界の強い影響があったであろうサバ ンナ地帯

でも大きくことなっている。あるいはこのことは,繊 維に用いられるワタがイスラム

世界を経由してはじめて伝えられたというより,む しろ西アフリカでかなり古い時期

から,食 用および布以外の繊維として活用されていたことを示す資料であるのかもし

れない。この点については今後さらに広範囲な研究をおこなうことにしたい。

 わたしたちがここで取 りあげた物質文化の項目は4つ だけであり,そ こからこれ以

上まとまった結論を引き出すことは困難である。ただ,今 後取りあげる項目の数をふ

やしていくことによって,西 アフリカの歴史についてのより深い理解を得 ることは可

能になるであろう。そしてそれをおこなうことによって,は じめて歴史資料 としての

物質文化の有効性についても正確な判断が下せ るようになるであろう。今後の課題と

したい。

 またここではとりあげなかったが,西 アフリカの歴史を考えるうえで不可欠の物質

文化がいくつかある。たとえば,農 業技術や武器として決定的な役割をはたした鉄そ

の他の金属加工の問題,西 アフリカの広い地域で古 くから貨幣としてもちいられてい

たタカラガイ,そ して西アフ リカの繁栄をもたらした金の問題等である。とくにこの

最後の点は,た んに西アフリカの経済的発展だけでな く,ヨ ーロッパ世界が中世から

近世に移行するうえで決定的な役割を果たしたことがマルク・ブロックやブローデル

らの古典的研究いらい明らかにされており,世 界史像の再考につながる重要な問題を

提起するものである。稿をあらためて論 じることに したい。

 さらにここでとりあげた物質文化に密接に結びつく事項として,こ れらの技術を担

った(担 わされた)社 会集団としてのいわゆるカ0ス ト制や奴隷制の問題がある。こ

れ らの問題について も,機 会をあらためて考える予定である。
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